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議 事 日 程 

平成２７年６月３日（水）午前９時３１分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開会 午前９時３１分 

 

○議長（竹谷 勝君） 

  皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１３名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  先日に引き続き、順次発言を許します。 

  質問者は、質問者席に登壇をして、質問

を行ってください。 

  イノベーションとよのの一般質問を行い

ます。 

  持ち時間は、質問及び答弁合わせて１２

０分とします。 

  橋本謙司議員を指名をいたします。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  皆さん、おはようございます。 

  ４番・イノベーションとよのの橋本でご

ざいます。理事者の皆さんには、はっきり

とわかりやすい前向きな答弁を、ぜひとも

よろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、一部順番は変わるかもしれま

せんが、通告書に沿って冷静に質問をさせ

ていただきたいと思います。 

  まずは光風台駅前エスカレーターの大規

模修繕についてでございます。 

  今回の全員協議会、昨日の一般質問を聞

いていても、どこを見据えて進められてい

るのかと、全くわからなかったです。基礎

調査の結果を受けて、大規模修繕は白紙に

戻す、利便性の維持向上は必要である、で

きるだけ早急に、あらゆる対応を、何らか

の検討の場を設けると、町長は述べられて

きました。全く主体性がない言葉ばっかり

やなというふうに、僕自身は感じました。

現状の調査結果を受けて、田中町長は、エ

スカレーターの修繕または新設の可能性は

あるとお考えですか。可能性があるかない

かでお答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  さまざまな課題が出てきているというこ

とでございまして、可能性があるかないか

というと、全くないとは言えないと、可能

性としてはあり得るのではないかとは思い

ます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  僕、それは今、一歩前進やと思います。

今までの答弁よりはまだまし。これ、ある

なら、僕はエスカレーターの設置に向けて

やればいいと思いますよ。ただ、僕はその

可能性が薄いから白紙ということになった

のではないか、個人的にはそう評価してま

す。ただ、本来は財政的な視点、将来的な、

そういうような高齢化の予測等々を判断し

たら、僕は多分しないという結論になるん

だと思います。ただ、幾ら費用がかかって

もやるということは、町長の権限であれば

僕はできると思うんですよね。しかも、昨

日の某議員の言葉を借りれば、賛成の議員

が８名もおるのだからということであれば、

議会の承認だって得られる可能性も高いで

す。であれば、２億円、３億円かけてもや

るということだって、私は町長の決断とし

てはないことないんちゃうかなと、それこ

そ思いますけども、そのあたりはどうお考

えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  もともとは大規模修繕ということで、国

の補助金もいただきながらということで考

えていたというところでございます。ただ、

今現在の問題点の解消に当たっては、補助

金ということも難しいということも出てき

たということもございまして、これはやは

り費用的な面もあると思いますので、そう

いったことも含めまして、確かに今おっし

ゃられたように、それは際限なくお金をか

ければ、できないことは何もないかとは思

います。ただ、これまで申してきたのは、

その補助金も活用しながらということで御

説明を差し上げてきたところでございます

ので、今回そういったことが難しいという

こともありましたので、そういうことも含

めて、じゃあほかに何か手はないのか、あ

らゆる手段について検討していきたいとい

うことですので、確かに言われるように際

限なく使えばそれはあり得るのでしょう。

ただそういうことについては、今これまで

言ってきたのは補助金も活用してというこ

とでお話ししてたので、そういうことにつ

いては今、もう一度考え直して、何かない

かということで今検討、再検討をさせてい

ただいてるというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今のエスカレーターの修繕、多分元の位

置でも無理やということになるんじゃない

かなと個人的には思ってます。そうなると

新たに新設をするというふうになると思う

んですよね。それも金かけて僕はやったら

いいと思う、やるんであれば。ただそのと

きに今現状の周辺環境、法律等々を踏まえ

たときに、多分今までのような上りだけの、

しかも車いすが乗れないようなエスカレー

ターではだめだというふうに思うんですよ。

そうなると多分上りも下りもつけなあかん

し、車いすの対応が可能なものにすべきだ

というふうには思いますけども、そのあた

りはどうお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  いずれにいたしましてもこれを新設する

となれば、当然その条例等も適用というこ

とは受けてきますので、それについてはそ

の条例ということも考えながら、当然適用

したものはつくっていかなければいけない。

ですからそれは実施する形態によってそれ

ぞれ変わってくるものですので、確かに条

例の適用を受けるような形の新設という話

であれば、それはそうすることは必要だと

思います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今いただいた答えをおしなべて言うと、

基本的には多分大規模修繕はできない。だ

から白紙に戻さなあかん。しかも新設をす

るんであれば費用は莫大にかかる。多分こ

れも無理だということに多分なると思うん

ですよね。そうなると、それ以外の方法を

考えざるを得ないということになりますけ

ども、その辺は町長がおっしゃった何らか

の検討の場を設けてそこで検討されるとい

うことになるんだと思いますけども、その

何らかの検討の場というのはどのような場

なのかお聞かせください。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これまずは当然ながら庁内とかこの中で

きちっともう一度精査するということが大

事です。まずその辺の方針とかも勘案しな

がら、また検討会議でのその報告の話も勘

案しながら今後考えていくということにな

りますので、現時点ではどういったことに

なるのかというのはお答えできないという

ような状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  まずは庁内、職員の皆さんで検討される。

その後検討会議にかける。これ検討会議、

当然必要なんだと思いますよ。けども、僕

これも大分前から申し上げたけども、検討

会議の中で廃止はしない、光風台駅前の移

動手段を残すという前提で冷静な議論をし

なければ、また同じ答えでエスカレーター

にせなあかんやないかと、改修せいという

ことになって、もうにっちもさっちもいか

ないようになりますよ。それはもう安易に

想像はつくけども、そこはどのようにお考

えです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  要はやはりまず庁内で諮ると。先ほど検

討会議には報告するという話があるので、

それは報告するという意味で申しました。

やはりこれ行政がやっていくことでござい

ますので、一定は当然方針きちっと固めた

形で報告するという形になるのではないか

というふうに思っております。ですので当

然ながら今の利便性の維持向上については、

これは何らかのことはしていかなければい

けないという思いはございますので、それ

についてはきっちりと方針を固めた形でや

ってまいりたいというふうに思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これそういう意味でいけば、何らかの検

討の場を設けるっていうその検討の場とい

うのはどのようなイメージで何度もおっし

ゃったんですかね。それについてお聞かせ

いただけますか。どのような場なのか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これにつきましては、まずはその庁内で

再度検討してから、それからその考え方に

よって考えていきたいと思いますので、何

らかのというのはまだ決まってないので何

らかのというふうな話をさせていただいた

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  それであれば、その場はいつごろ設ける

予定ですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  できるだけ早期に考えてまいりたいと思
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います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  多分このままいくと、あなたの任期中に

はまず着手すらでけへんということになる

と思いますけども、そのあたりはどのよう

にお考えですか。任期中に方針を決め、着

手をできるというふうにお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  任期中に方針決めて、着手はしてまいり

たいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  ただ、これ予算どりの件等々を踏まえた

ときに、ほんまに今から方針を決め、設計

をし、着手をするって、僕はこれあり得ん

のちゃうかなと思いますけど、本当にそれ

ができるのか。僕はできないのであれば、

もうあなたの任期中にこれは検討せずに、

動いてる間動かしておくほうが得策やとい

うふうに思ってるんですけども、そのあた

りどうお考えですか。本当に今から設計、

予算どりもし、設計もし、実施設計もし、

着工するということがあと１年半後までに

できますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  整備、どこまでいけるかわからないです

けれども、ただこれやはりやり切るところ

までは、できるところまではやっていきた

いという思いでございますので、それにつ

いては今。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  着手というのは、例えば方針を決めて、

基本設計とか実施設計とかということも、

それは一定着手だと思っております。これ

はやはりその方向を示すと、示してすると

いうのは、これは私は一つの着手だと思っ

ておりますので。ただ私の任期の中ではで

き得る範囲のことはしてまいりたいという

ふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  それはできるように頑張ってください。

やらはったらいいと思いますよ。ただ、よ

くよくしっかりと、自治会のことだけじゃ

なくて、全体の住民のことをしっかりと考

えてやっていただきますようにお願いした

いと思います。 

  これのエスカレーター問題について、町

長はどこがリミットだというふうにお考え

ですか。いつまでにこれをしっかりと、着

手ではなく着工し住民の皆さんに不利益を

なく更新をするべきタイミングというのは

いつだというふうにお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  これにつきましては本当に早期にと、今

の段階では早期にとしかお答えさせていた

だきます。ですからできるだけ早期にこれ

はやってまいりたいというふうに思ってお
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ります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これもともと検討会議の中で言われてる

のは平成３１年度末というふうに言われて

ます。ただ、今現状、このとき、平成２４

年度に出された報告書では、部品供給停止

が平成２６年の８月。そこから約５年間ぐ

らいは部品をストックしておくので、そこ

ぐらいまではフルメンテナンスは可能だろ

うということで多分平成３１年度末という

ふうに言われてると思うんですよね。けど

も、そのときは、これ平成２４年に出され

た報告書です。そのときに将来の予測で平

成２６年の８月には部品供給停止になると

いうふうに言われてますけども、今現在も

う平成２６年８月過ぎてますが、今現在で

部品供給は停止になっているのかどうかお

聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  御質問の件ですが、製造会社の日立製作

所と協議を行っております。その中で平成

２６年８月にもう既に終了をしておるとい

うことを聞いておりますので、フルメンテ

ナンスが確実に行えるのは平成３１年まで

ということに今現在なっております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  逆に言うたらそれであれば、僕の想定は

二つあって、ここで終わってるという想定

と、今現在でももしかしたら終わってない

という可能性もあるかなと思ってあえて聞

きました。もし終わってなかったら、それ

からまた５年であれば単純に言うたら今か

らでも１年間は延ばせるということ、だか

ら平成３２年度末までもつん違うかという

ことであえて質問したんですけど、今はも

ともとの検討会議の中で出たスケジューリ

ングと一緒やということなので、多分平成

３１年度末なり平成３１年８月になるのか

もわかりませんけども、ぐらいまではその

フルメンテナンスは可能やということやと

思うんです。ただ、やっぱりそのフルメン

テナンスが切れたときにそれならどうする

か。多分今町長は早期にとおっしゃるけど

も、おっしゃるから、多分そこまでにはも

う着手ではなく竣工が終わってるというこ

とやと思うんやけども、実際それを平成３

１年８月を竣工と置いたときに、いつまで

に着工なり、町長が言う着手というのはさ

れなあきませんか。その逆算ってされてま

すか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これやり方にはさまざまあろうかと思い

ますので、私はできるだけ、ごめんなさい、

さまざまなやり方があると思いますので、

これは一概にはお答えはできないかという

ふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ単純に予算どり、基本設計、実施設

計、というのを今からまたやらなあかんで

すよ。このまま修繕ができへんということ

であれば。単純に考えて今年度中にその方

針は決定せんとあかんっていうスケジュー

リングじゃないかなって僕個人思ってるん



 

 3－8 

です。それを早急にとか、できる限り早く

とか、僕それってほんまに考えてはんのか

なってすごく疑問なんです。僕やればいい

と思うんですよ。やりたいんやったらそれ

だけのスケジュール感を持ってやらないと

できひん。多分僕は町長の任期中にはでき

へんと思いますけど、着手もできへんと思

いますけど、そこらも含めてもっともっと

スピード感を持ってやっていかなあかんと

思いますけど、その辺ってどうお感じです

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  こちらにつきましてはできるだけ、今、

頑張っているところでございまして、検討

も進めているとこでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これについては、もうこれ以上言っても

一緒なので言いませんけども、我々の会派

はこれからのやっぱり高齢化社会、子育て

の世代、障害をお持ちの方々、やっぱり誰

もが利用できるエレベーターの設置という

のをすべきやと、これは感情的ではなくて

心からそう思ってます。ただ、住民の多く

の方かどうかはわからんけども、光風台、

新光風台の自治会からは上りだけのエスカ

レーターを望んでおられる。僕はそれでも

いいと思うんですよ。それであれば町長が

おっしゃる何らかの検討の場であらゆる対

応をしっかりと議論していただくことを切

にお願いして、もうこの件はこれで終わり

ます。 

  次に、２番の学校給食はちょっと後に回

させていただいて、ユーベルホールの運営

について御質問させていただきます。 

  ユーベルホールの運営については廃館の

議論からいろいろと署名活動があり、それ

に対応する形かどうかはわかりませんが、

今現在も細々と運営はされておるというふ

うに認識はしています。以前、常任委員会

でユーベルホールの視察をさせていただい

た後の意見交換のときに、ユーベルホール

についても、今回高山右近の寄附制度をさ

れて結構な額が集まったというふうにお聞

きしてます。ただ、若干質というか要素は

違うかもわかりませんけども、ユーベルホ

ールについてもあれだけの署名を集めたん

だから、例えばそういうような税制優遇が

あるような寄附金制度というのをユーベル

ホールにも設けて、それで寄附を募る。そ

れを一部運営費に回すということは可能で

はないかというふうにそのときは申し上げ

ました。それについてのまず可能性につい

てお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ふるさと寄附の制度でユーベルホールに

特化した制度ということでございます。で

きるかできないかということになるとでき

ると思います。高山右近の制度と同じよう

なというようなことでございますので、高

山右近のときは期間を限定して、しかも特

産品プレゼントなしでというようなことで

も５００万円以上の寄附が集まったという

ようなことでございましたが、これについ

てはやはりその高山右近を顕彰される方々

が相当努力なさったものというふうに考え

ております。制度そのものは可能というふ

うに思います。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  多分これ制度的には制度は創設というの

はできると思います。ただやはり、今、部

長がおっしゃったように、ふるさと寄附金、

普通のふるさと寄附のように特産品のプレ

ゼントはないいうとこはあると思います。

ただ、ユーベルホールの署名であれだけの

人数の方が存続を希望されてる。しかも今

現状でもああいうロビーコンサートなんか

でも結構な人が入ってやっておられる。こ

れは金額の設定にもよるのかもわかりませ

んけど、私自身は、仮にゼロでも、それは

広報費はかかるかもわからへん。それでも

僕はやる価値は十分あるんじゃないかとい

うふうに考えますけども、そのあたり、今、

制度設計はできるとおっしゃったけども、

それでやる意思というのはどうですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今回の御質問の中にそういう趣旨の件が

ありまして、教育委員会の中で検討しまし

たところ、そういうことが可能であればユ

ーベルホールの活性化、また運営の継続性

につながるのかなというところであります。

また町部局と協議しながら検討してまいり

たいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この点については多分そんなに費用をか

けずにできると思います。だからぜひとも、

仮にこれが集まったお金が１０万円でも１

５万円でも、多分町の広報を使ってやる、

ホームページを使ってやるぐらいやったら

別に大きな金とか費用はかからんと思うの

で、ぜひともその辺は工夫をしてほしいと

思うし、本来閉めるということが出て、と

りあえず続けようとなった時点で本来はそ

ういうようなことは僕は絶対考えなあかん

と思うんですよ。どうやったらうまくいく

か、ちょっとでも支出が減るか、収入がふ

えるかということは、やっぱりこの点につ

いてはぜひとも考えてほしいと思うし、今、

前向きな答弁いただいたので、行政的な検

討するではなくて、本当にやるというふう

なことでぜひともお願いしたいと思います。 

  次に、ときわ台駅前整備について質問さ

せていただきます。ときわ台駅前のバリア

フリー化及び周辺整備については交通計画

の中でも上がってましたけども、これの今

現在の進捗状況についてお伺いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ときわ台の駅の周辺の整備につきまして

は、昨年度、平成２６年度予算をお認めい

ただきまして、その整備の方針それからそ

の周辺の活性化も含めた整備手法の検討も

行いまして、また国の補助金を活用するこ

との検討、これも行いました。またそれと

同時に継続的に能勢電との勉強会も進めて

まいりまして、能勢電の駅の営業を続けな

がら改修を行うという方法とか、能勢電の

所有地も含めた整備の計画のパターンなど

いろいろ検討いたしまして、コストも含め

た検討をしてまいりました。より具体的な

議論がこれまでよりもできたなというふう

に思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  粛々と進めていただいているということ

なのでちょっと安心しました。ただ、我々

議会から平成２６年の６月に、本件、今の
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件については１年でも早い整備に向けて関

係機関と最大限の調整及び協議を進めるこ

とということで付帯決議を出してます。こ

の辺について、当初の予定と我々の付帯決

議を受けての予定というかスケジュールと

いうのはどのように変わったのかというこ

とについてお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今後のことでございますけども、議会の

付帯決議も重く受けとめておりますけども、

この場でも、私、申し上げたとおり、立地

適正化計画というものをまずつくる必要が

あると。それにつきましても国の交付金の

対象でございますので、我々としましては

立地適正化計画をつくる費用も国の交付金

をいただいて、その上で実施設計着工とい

うような順番でやってまいりたいというふ

うに思っております。 

  今後につきましては、その能勢電が内部

でどのようになさるか協議を今進めておら

れるところでございますけども、その能勢

電の協議内容も踏まえつつ、国の交付金を

最大限活用するために、国のその補助制度

の流れに沿って進めてまいりたいと思って

おります。短期に行うということでござい

ましたが、今ちょうど国の予算要望の時期

でございまして、来年度、平成２８年度の

国の交付金をいただくべく手を挙げまして、

来年度には立地適正化計画を策定し、その

次平成２９年度に実施設計、平成３０年度

に着工というようなことで進めておりまし

て、付帯決議は頂戴いたしましたけども、

そのようなことで去年でしたか、おくれる

ということ、たしか６月議会でございまし

たけども、申し上げたとおり、当初の計画

よりはおくれるということで御容赦を願い

たいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この件についてはもともとの予定の計画

には、平成２７年４月から履正社大学が開

校するというような絵がもともと描かれて

ました。これについては今、頓挫をしてま

す。ただ、今現在、履正社の専門学校が森

町にキャンパスを開かれるという情報につ

いては御存じですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  平成２８年の春に専門学校だけが来ると

いうふうには聞いております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ実は履正社の専門学校のパンフレッ

ト。これには、履正社医療スポーツ専門学

校箕面新キャンパス、２０１６年夏完成予

定。これはもう一般に配られてる、これ実

はうちの息子に来たパンフレットですけど、

にはもうこうやって書かれてます。という

ことはもうこれに向けて今、大林が施工も

入ってます。そういうようなことも情報と

してはいろいろ出てきてますよね。そうな

ると、そういう、ここの専門学校に来られ

る方が当初の４００人から８００人という

ことよりは劇的に多分人数は減ると思いま

すけども、多かれ少なかれあそこに通われ

る方が出てくる。ただそういう方が千中か

らバスで来られるのか能勢電からバスで来

られるのか、これはわかりませんけども、

多分若干はやっぱりそういうようなことも、

もともとここで履正社大学が来られるとい

う想定をされてたぐらいですから、それが
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１年おくれて規模も小さくなって来られる

という、この、それをチャンスと捉えるの

かどうかはわかりませんけども、流入人口、

これは箕面ですけども、がふえるというこ

とに対して、どのように今回のこの計画と

絡めてお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  履正社大学が来るということで、その話

があったときから履正社大学の方に参りま

して、十三が本部でございますけども、い

ろいろ相談はしてまいりました。住む所そ

れから交通の便、これらについても豊能町

の協力も願いたいということを言っていた

だきましたし、我々としても履正社大学に

していただけることがあったらやっていた

だきたいということも申し上げてきたつも

りでございますけども、残念ながら今申し

上げたとおりのスケジュールで駅前整備を

行うということでございますので、このた

びの履正社大学の開校には間に合わないと

いうことでございますけども、また履正社

大学と今後とも協議。 

（発言する者あり） 

○総務部長（内田 敬君） 

  専門学校と協議を続けまして、できるこ

とからしてまいりたいと思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  この件については、今、質問の中ではこ

ういうときわ台の駅前のことで言いました

けども、やっぱりこれいろいろな意味で、

例えば履正社の専門学校が来る。今回来ら

れるのは野球とテニスの分がここに来られ

ると聞いてます。そのときに、例えば今こ

の交通網は無理やけど、例えばそういうこ

とで来られる専門学生に、例えばうちの中

学生、小学生にそういうチャンス、例えば

テニスを教えてもらえへんかとか、箕面は

そんなことやろうとしてるんですよ、実際、

学校の教育実習に来てもらうとかいろいろ

なことをホームページに書いてました。そ

ういうようなことを一つのチャンスと捉え

て、別にこの交通が仮にだめでも、ほかの

ところでそういう新しく入ってきていただ

ける方、団体、学校法人とどういうことが

できるかということも、ほんまはもっとも

っとネットワークを張って、これは総務、

教育もどっちもかもわからへんけども、そ

ういうようなことをもっともっとやっぱり

アンテナを張りめぐらせてすべきやと思い

ますよ。 

  これは別にこの本題に関係ないから、も

うこれ以上言いませんけども、僕らでもそ

んなこと考えている。そんなことをやっぱ

りもっともっとせんとあかんと思うので、

ぜひとも、１事象を捉えてどうかではなく

て、やっぱりもっともっと幅広く、どうい

うふうなことがそことできるか。逆にうち

が手伝えること、向こうに手伝ってもらえ

ること、それが多少費用発生してもいいじ

ゃないですか。そんなこともやっぱりもっ

ともっと考えながら、この地域がどうやっ

たら発展するか、どうやったらサービスが

向上するかということをもっともっとやっ

ぱり考えてやっていただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

  次に、財政健全化推進プランについてお

聞かせいただきたいと思います。 

  計画の中では、平成２７年度に実施する

というふうなものが、今回、今年度出され

たものでは平成２８年度にするというよう

なことで先延ばしにされてるものがたくさ

んあります。老人いこいの家とふれあい文

化センターの統合、永寿荘の自主運営、野
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間口青少年総合スポーツセンターの自主運

営、図書館の指定管理等々がありますけど

も、これについて先延ばしとなっておりま

すけども、これは別に我々が言うたわけで

はなく、町長みずからが健全化推進プラン

として挙げられた肝いりのもんやと僕は思

ってるんですね。額としては、僕は小さい

から余りどうかなという点は多々あります

けど、けどこうやって挙げられたものを平

成２７年度から１年間延ばすと、済みませ

ん、平成２７年度実施しようとしたものを

平成２８年度に延ばすということは、僕は

どうなのかなと。御自身がやると言ったこ

とを簡単に延ばせるというものでは僕はな

いと思うんですが、そのあたりはどのよう

に受けとめておられますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては当然ながらこのス

ケジュールどおりやってまいりたいという

ことできたんですけれども、これにつきま

しては利用者との相談、要はこれを進める

に当たりまして、やはり今、既に使われて

いる利用者の方もいらっしゃると。そうい

った方のお話もやっぱり聞きながら進めて

いきたいということもございますので、そ

ういうお話を、今、聞いてる中で、ちょっ

と若干延びてきているというところがござ

いまして、でき得る限りスケジュールに沿

った形ではいきたいという思いはございま

すけれども、ただ、交渉もしていくと、交

渉というかお話もしていくということもご

ざいますので、そういったかげんでおくれ

ております。おくれていることについては

大変申しわけないと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ別に、いつというのをもう決めてる

んですよね。平成２７年度からやるという

ことは基本的には４月ぐらいからやるとい

うイメージですよ、どっちか言うたら。ほ

なそれに向けていつ何をせなあかんかなん

てもう必然的に決まってますやん。それが

できてへんこと自体が僕は問題じゃないか

と。きのうからも何遍も出てるＰＤＣＡな

んて全然できてへんのちゃうのというふう

にとられても仕方ないですよね。今、町長

は、利用団体と調整されたとおっしゃって

ました。僕個人のことを申し上げて申しわ

けないけども、僕自身の持ってる団体が野

間口の青少年総合スポーツセンターを使っ

てますよ。けどそんな自主運営に走るとい

うようなニーズ調査、アンケート調査、そ

んなの１回も受けてない。それは僕が団体

の長やから来てないかもわからへんけども、

その辺なんていうのは僕は動いてるなんて

思ってないですよ。ほんまにやる気あるの

かと。それほんまにとってます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  議員の御指摘のとおり、全体としてしっ

かりとした進捗管理ができていなかったと

いうところは反省をしてるところでござい

まして、私たち総務部のところで財政健全

化プロジェクトチームというものを組んで

おりまして、私がチーム長でございますけ

ども、そういうところでしっかりと進捗管

理をするべきであったなということは深く

反省をしておるところでございまして、今

年度につきましては、今年度につきまして

はって去年はしてなかったんかということ
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でございますけども、今年度からは部長会

とか政策会議等でも進捗管理をしてまいり

まして、このプロジェクトチームも機能す

るというようなことに努めてまいって、し

っかりと進めてまいりたいというふうに思

っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  僕これ、進捗管理も問題やけども、そも

そもの、これを平成２７年４月に仕上げる

にはどこで何をすべきかということそのも

のが僕できてないんちゃうかなと思うんで

すよ。それがなかったらチェックしても何

ぼでも一緒ですよ。いつまでに何をすべき

かということをまずつくる。それの進捗を

しっかりと把握する。できてなかったら、

ほなそれをいつにというて軌道修正をする。

その積み重ねで最終平成２７年４月にでき

るかできないかなんですよ。それ普通に物

事を進める、何かを実行しようと思ったら

そんなことなんて当たり前じゃないですか。

やっぱりそこは要ると思うけども、もちろ

んそれってつくられてますよね。細かな、

一事業を仕上げるための、ゴールを目指し

たスケジュールというのはされてるかどう

かお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  先ほども申し上げましたが、進捗管理に

つきまして今年度からは進捗管理表という

ようなものをつくって、このタイミングで

これをしていこう、これをしていこうとい

うようなことで、各部、各課が取り組んで

まいるというような体制を組んでおるとこ

ろでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これ、質問の中では平成２６年度の１年

間何をしてきたのかという質問入れてます

けど、もうあえて聞きません。ただ、そこ

はやっぱりしっかりやらんと、僕はそれが

積み重ねやと思うんですよ。そういう癖づ

けをしっかりやっていかんとなるもんもな

らん。だから早急にとか、できる限り早く

みたいなことになるんですよ。僕はちゃう

と思うんです。自分の任期中にこれを着工、

着工まで言わんでも、僕は着工すべきやと

思うけど、着工までやるのやったら、ほな

いつまでにそれをせなあかんか、それを強

引に進めてもここまでに何をせなあかんて

いうのはないと、多分、せなあかんな、せ

なあかんなでどんどん先延ばしになる。子

どもの夏休みの宿題と一緒ですよ。 

（発言する者あり） 

○４番（橋本謙司君） 

  逆に子どもは８月３１日になったらでき

てる、やるんですよ、親に怒られながらで

も。それをせんでもよくて１年間先延ばし

なんて普通はないですよ。だからやっぱり

よくよくそこは考えていただきたいなと思

います。これは済みません。ちょっと僕、

今、ばかにしたような言い方になったかも

わからんけど、ここはぜひともやってほし

いし、それがやっぱり僕は町のためやと思

うし、ひいてはやっぱり町民のためになる

というふうに思うので、心からその辺はお

願いをしたいというふうに思いますのでよ

ろしくお願いします。 

  ほかいろいろ聞きたいことあったんです

が次にいきます。 

  議会の決議とか付帯決議に対する行政の

姿勢についてということでお聞きしたいと

思いますけども、教育委員会の法律改正

等々に伴って、我々議会で、３月の議会で
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決議を出してます。ただ、私、第１回の総

合教育会議、どんなもんかなと思って聞き

に行きましたけど、その場では、いやこう

いうものが出されたということすら紹介も

なかった。僕それって議会のことをどう思

ってはんのかなと思って見てたら、今度の

第１回の教育委員会会議ではこんなことも

出されるんかなというふうなことはちらっ

と見え隠れするような議題にはなってまし

たけども、その辺て実際、議会から出され

た決議、付帯決議についてどのようにお考

えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  失礼します。教育委員会としましては、

新しい制度にどのように移っていくのかと

いうところで、昨年度この案が示されてか

ら検討してまいりました。その中で教育委

員さんは全員一致で新しい制度に変わって

いこうと。その中でのいわゆる議員決議で

いただきました御心配とかについては、委

員の方は不安はないということで進んでき

たというのが実際でございます。ただ、３

月の２０日、議員決議いただきましたこと

につきましての趣旨につきましては先月の

教育委員会議で報告をさせていただきまし

て、その趣旨は今後教育委員会の運営に当

たってはきちっと委員が全て念頭に置いて

運営していこうということで確認を、報告

をさせていただきました。ただし現状のと

ころでは現行の教育委員会制度で十分であ

るというふうに委員さんの方思われており

まして、また今後。 

（発言する者あり） 

○教育次長（板倉 忠君） 

  今後、委員改選等がございます。それは

時期がいつあるんですけれども、そのたび

には今回の決議の部分については考えてい

こうということでなっております。ただ、

今、ただ、委員定数につきましては条例で

決められている分ですので、もし教育委員

会としてそういう点で不安がある、心配が

あるとなったときには町部局のほうと協議

をしてまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  これやっぱり決議させてもらった、別に

これをそのままうのみにせいということで

はないですけど、やっぱり僕、単純に、ち

ょっと今、謝らなあかんのは、僕がちょっ

と見えてなかった、前回の教育委員会議で

これが出されたということなので、それに

ついてはちょっと謝らなあかんなと思って

ますけど、やっぱり教育総合会議、総合教

育会議を見させてもうたけど、何か町長が

仕切ってはる、座長となってやる、それは

それでいいと思うんですけど、何か教育委

員さんからのあれが僕は何かすごく第三者

的に聞こえて、これでええんかなというの

は感じました。それについてはまた今後見

させてもらって、また意見等々を言わせて

もらおうかなと思ってます。 

  ただ今回、６月議会の全員協議会とか一

般質問の答弁聞いてても、消防の事務委託

以外は本当にスピード感とかスケジュール

感がないように感じてます。けどこれなん

で、僕きのうちょっと寝ながら考えてたん

です。何で消防うまいこといったんやろう

と。単純なことで、これ箕面市長が絡んで

るから。彼がイニシアチブをとって火をつ

けてやったから、多分ここまで進んだんち

ゃうかと。急に。我々は何か概要で一部事

務組合化とかって聞いてたのに、知らん間

にもう事務委託になっている。これはやっ
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ぱり彼のスピード感やろなと。きのうの晩

寝ながら考えてたんです。単純にそういう

ことやなと。だからやっぱりそこは田中町

長がやっぱりもっともっと、それは今回協

議の中に一緒に座ってもうてるということ

はともにやってると思うけども、もっとや

っぱりスピード感を持って、この事務委託

だけじゃなくて、ほかのこともやっぱりし

っかりともっともっと早く進める、スケジ

ュール感を持ってスピード感を持ってやる

ということについては必要やと思いますけ

ども、そのあたりどうお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然ながらそれは必要やと思ってます。

消防の事務委託につきましては、これ我々

豊能町から話を持っていって、きちっと、

要は話の、最初は我々から話をしていって

るというところでございますので、我々も

当然ながらイニシアチブをとりながらこれ

が進めてまいってきたというところですか

ら、これについてはもう予定どおり進めて

おりますので、議会のほうにも御理解いた

だきたいと思っております。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  次に、永並啓議員を指名いたします。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  議員の皆さんに申し上げます。質問中、

静粛にお願いしたいと思います。 

  永並啓議員を指名いたします。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ９番・イノベーションとよのの永並啓で

す。済みません、こんな声で。ちょっと声

だけが、この年になって声変わりをしてい

るような感じで皆さんに御迷惑をおかけし

ております。どうも済みませんでした。 

  それでは質問をさせていただきます。 

  まず、３、４、５の項目を先に質問させ

ていただきます。 

  豊能町内の道路、歩道についてでありま

す。昨年の６月にも質問しましたけども、

光風台と大和団地を結ぶ道路についてです。

昨日野村議員の質問にもありましたが、答

弁を聞いてるとやはり何も進んでいないん

だなというふうに感じました。わかってい

たことではありますが、これから豊能町に

とって道路事情というのは大きく変わって

いきます。新名神が通った場合、そして災

害発生時など、豊能町の将来を考えた場合、

ぜひとも何らかの道路というのは進めるべ

きではないかなと思っております。きのう

の答弁を聞いていると、何か川西市は今は

第二名神の方で手いっぱいだとか言われま

した。何て川西市思いなのかなと。箕面市

豊能町じゃなくて川西市豊能町を目指すの

かなというぐらい相手のことをそこまで思

うのはすばらしい気遣いかなと思うんです

が、それは川西市さんに聞かれた結果がそ

うだったのかお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  過去に川西市と都市計画道路見野線の件

について町として協議をしたときに、今現

在そういうような状況なので見野線にはち

ょっと今、手をつける段階ではないという

ことであったということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 
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  過去にということですけど、やはり時間

が経過するといろいろな環境って変わって

きますよね。だからそれはいつぐらいの話

なのかということをお聞かせください。何

かもう先ほどの町長からの答弁で、行政の

答弁の特質なのか町長の体質なのか、体制

なのか、そこら辺の期日の設定というのが

すごい曖昧なんですね。やはり何かの組織

を運営するということであれば、いついつ

までに、いつあったということはしっかり

と明確に答弁していただきたいと思います

がいかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  大変申しわけございませんが、前任者か

らの引き継ぎのときにそのものを引き継い

だものでございまして、平成２５年の協議

のときということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そこから２年たつわけですよね。やっぱ

り２年たったらいろいろな事情って変わる

と思うんですよ。する前から、相手にそこ

まで配慮しなくても、豊能町はこうしたい

んだっていう思いを常にこっちからラブコ

ールを送っておかなかったら、川西市には

川西市の事情ってありますよ。そんな言わ

れなかったら川西市の問題ってほかにも、

大和とそんな道路の位置づけなんて優先順

位的には後回しかもしれませんからね。だ

からやはりこちらから、豊能町はこれがし

たいんだということを常に送っていて初め

て、じゃあそれをしましょうかってなるは

ずですから、やはりもうちょっと町として

方針を決める、そして川西市のほうに働き

かけるということが必要だと思いますが、

町長いかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然ながらここの道路については一定必

要なものだとは思っております。ただ一方

で莫大な費用もかかるということもござい

ますので、意思表示としては当然通してい

きたいということは伝えていかなければい

けないんですけれども、当然これやるとな

れば当然ながらいろいろなことも絡んでき

ますので、そういうこともやっぱりきっち

りと考えていかなければいけないので、そ

れも踏まえて話はしていかなければいけな

いのではないかと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひとも話ししてください。本当はいつ

までにということを聞きたいんですが、そ

れはきょうは控えておこうかなと思います。 

  次に、豊能町内の救急車が通れない道路

についてであります。特に旧村に多いと思

いますが、今さら全ての救急車を通れるぐ

らい道路を拡幅するということはかなり難

しいと思います。ただ、何か安心して救急

の方が運べる方法というものを示しておく

と、こういった訓練してるんだということ

を示しておくと、住民の皆さんも、救急車

は家の前までは来れないけども安心して運

んでもらえるということにつながるかと思

うんですけども、そこら辺はどうですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高田消防長。 

○消防長（高田龍二君） 
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  救急車の安全で走行できる道路幅という

のが４メートル以上あれば安全に走行でき

るかなというふうに思っております。しか

し、議員おっしゃいますように、町内には

狭隘な道路が多々ございます。そういった

ところで日ごろ取水調査、警備巡回等々で

道路の状況を把握し、また当然諸所ござい

ますので、通行どめがあるとか、通れない

状況になっているとかいうようなところに

ついては情報の交換して対応しております。

通れない道路がある場合どうするのかとい

う御質問でございますけれども、最短距離

を迂回できる場合は迂回をいたしますけど

も、できない場合は救急車が安全に迅速な

救急活動ができる場所に停車し、そこから

ストレッチャー、コマつきのストレッチャ

ー等で搬送するわけでございます。ただし

道路状況によって急勾配、それから舗装の

されてない道路等々がありますので、そう

いうときには軽量のストレッチャーといい

まして、スクープストレッチャーというん

ですけど、それで速やかに運ぶというよう

な対応をしております。また、１１９番通

報があったときに道路状況が大変劣悪な状

況とかいうような場合につきましては、消

防車と救急車がペアで出動いたしまして、

隊員総員で６名でありますが、そういう対

応で迅速な搬送ができるように、患者が安

心してストレッチャーに乗れるような対応

をしているところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そういうのを聞くととっても安心するん

ですね。それはそういう地域の方にはそう

いった説明とか情報提供というのをされて

いるのかだけお聞かせいただけますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高田消防長。 

○消防長（高田龍二君） 

  そういった、特に広報的なことはしてお

りませんが、消防法の中で救急隊が現場で

緊急に人手が必要だといった場合につきま

しては、付近にあるものを協力要請できる

というように法律になっております。私ど

もそういう権限は与えていただいておりま

すので、そういう協力要請はやりながら業

務に携わっているところでございます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  一つそういったいろいろなことを取り組

んでるということを住民の皆さんに示すと、

これだけ頑張ってくれているんだから万が

一のときでも大丈夫だなということが伝わ

りますので、そこら辺の周知とか広報とい

うものも大切にしていっていただけたらと

思います。 

  続きまして、ウエルネス・ウオーキング

で整備した歩道についてであります。当然

ながら整備したところはウオーキングで歩

いている人がたくさんいるのかと思います

けども、新光風台のしらかば公園の周りを

ウオーキング道路として整備されました。

１周５００メートルの非常に短いものなん

ですが、歩いている人をほとんど見たこと

がありません。なぜここを整備されたのか、

それで今の利用状況はどのように把握され

ているのかお聞かせいただけますでしょう

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  私のほうからは、なぜここを整備したの

かということについてお答えをしたいと思
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います。平成２６年度で整備したこの道路、

遊歩道でございますが、もともと樹木の根

っこによる路面の凹凸が非常に激しい部分

がございまして、実際これにけつまずいて

こけられるというようなこともございまし

たので、整備がもともと必要であったとい

うことでございます。そこでこのウエルネ

ス・ウオーキング事業を整備するという全

町的な取り組みの中で協議を行い、ここを

まず整備をしようということでしたもので

ございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そうしたら、そこの現在の利用状況とい

うものはどのように把握されているのかお

聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  利用状況ですが、毎月２５日はにこにこ

ウオーキングデイということでウオーキン

グ日を設定しておりますが、４月２５日の

第６回のウエルネス・ウオーキングで、ま

ちの端っこを歩くパート３、新光風台編と

して整備されたしらかば公園歩道をコース

の一部として設定をいたしました。そのと

きの参加人数は７５名ということでござい

ました。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  何かをしたときはとりあえず利用状況っ

てわかるんですけど、あそこを見ると、看

板も立てかけてあって一周したらどれくら

いのカロリーがあってということを書いて

ますから、わざわざ整備をするわけ、ウエ

ルネス・ウオーキングということで整備す

るわけですから、そうしたらどれくらいの

利用状況がふだんあるのかということは、

やはりしたからには定期的には調べないと

今後に生かせないと思いますけど、いかが

ですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  このウエルネス・ウオーキングの位置づ

けなのですが、健康づくりのために一歩で

も二歩でも歩いていただこうと。なので、

先ほど南部長も申しましたが、全町挙げて、

教育委員会も含めて、我々も含めて、建設

も含めて、その中で、今、現に歩きにくい

歩道についてもまず優先して、ウエルネ

ス・ウオーキングの位置づけの中で整備し

ていこうというふうに決定されたものと私

は理解しておりますので、一人でも二人で

もそれが利用されるならば整備をしたとい

うことでございまして、実際に先ほど議員

申されたウエルネス・ウオーキングについ

て、実際には距離が５００メートルであっ

て、一周７分かかって、７００歩歩いて、

カロリーが何ぼ消費されてというふうな看

板も整備されておりますので、今後の、毎

月毎月の、また全町挙げての取り組みの中

で利用の増進を図りたいと考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ここの道路を整備した理由が、どうも聞

いてると歩道としてもどうしようもなかっ

たからというところがあるから、整備、そ

っちに、利用状況とかも考えずにそこを整

備してるのかなというところがあるんです

けど、一応、仮にもウオーキング道路とし

てしてるわけですから、そうしたら整備し
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たところが実際本当にどれくらいの効果が

あるのか、どれくらいの人が歩いてるのか

ということは定期的に、毎月何回か、何時

間かでも立ってみて、実際歩くのか歩かな

いのか、何時だったら歩くのか、そういっ

たことをしたからには調べる。その結果じ

ゃあ次どういうところをウオーキング道路

として指定するほうがいいのかと、次に反

映できるんだと思うんですよ。何か整備は

しました、でも歩くか歩かないかはあとは

お任せしますと、一人でも歩いてくれたら

オーケーです、そういうふうに聞こえるん

で、やはりやったからにはそういった、Ｐ

ＤＣＡも今回よく言われてますけど、そこ

のチェックをしてさらに次に生かす、アク

ションに反映させることが重要だと思いま

すけど、そういった確認というものはとら

れないですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  このウオーキングコースのそもそもの趣

旨から申し上げて、その定期的にこのウオ

ーキングコースを何人歩いてどれぐらいの

効果があったかという、それをはかるべき

事柄かどうかということもしんしゃくする

必要があるのではないかと私思うわけです。

なので歩いていただければ、一人でも二人

でも歩いていただければ、またその前提の

整備をする段階で、しなければならない歩

道であったということもしんしゃくした場

合に、多くの方が利用されて安心に歩けた

らそれで一応目的は達成しているのではな

いか。ＰＤＣＡのことは私も承知しており

ますが、事柄によるのではないかというこ

とも私どものほう、思うことでございます

ので、御理解賜りたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  だからですよ。ＰＤＣＡ、事柄によって

変わることはないですよ。全ての事業でプ

ラン、ドゥ、チェック、アクションという

ものはやるんですよ。どんな事業でも、こ

の事業はＣＡは要らないとか、そんなんな

いんですよ。全部の事業で、やったからに

は確認して次に生かす。その効果が、それ

今おっしゃられることも効果の一つやった

らそれでもいいんですよ。でもそれを一度

は確認しないといけない。そして次の施策

に生かすということをしないと、事柄によ

ってＰＤＣＡやったりやらなかったりとい

うことを言ってたら、一切、行政の都合で

やるＰＤＣＡ、これはしなくていいという

ことをやってたら絶対意識改革できないと

思いますけど、町長どうですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  全ての事業についてＰＤＣＡ、そういう

考えも当然あろうかと思います。ただ、事

業によりましては、今回のこれにつきまし

ては一定これまでの歩道、これを改修する

必要もあったということもございまして、

またこれ周回することによってたくさん歩

いていただけることもできるということも

ございましたので、そういった趣旨からウ

エルネス・ウオーキングの一環として歩道

を整備させていただいたところでございま

す。ですのでこれにつきましてはより多く

の方にまだ歩いていただくように、また今

後、ウエルネス・ウオーキングの事業の中

で宣伝をしていったり、そういったことで

普及はしてまいりたいかと思っております。 

  以上でございます。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  残念ながらトップの意識がそれだと、も

う、ちょっと恥ずかしいですよ、それは。

どんな企業でもＰＤＣＡというのは当たり

前、あえて口に出して言うことじゃないん

ですよ。口に出して言わずとも自然とやっ

てることなんです。行政においてはなぜか

ＰＤＣＡでやってますということを誇らし

げに掲げるんですけど、そんなん言ってる

企業ありますか。トヨタがＰＤＣＡやって

ますなんて言いますか。当たり前のように

やってるんです。言うことじゃないんです。

それは何かをしたら、計画してしたら、お

金使うわけですから、そのチェックをして、

最終次に生かす報告なりを考えるというの

は全てで当たり前のことだからです。それ

を事業によってやったりやるべきではない、

やらなくてもいいとか、そういうことを言

ってたら、延々変わらないと思いますよ。

本当にそこら辺はもうちょっと、町長なん

ですから理解して、もうちょっと意識改革

のほう、事業の進め方ということを考えて

いただけたらと思います。 

  それでこのウオーキングについては付帯

決議出してますね。早々に、行政がするこ

とではないので早々に住民の団体と話し合

って早々に移管してくださいということを

付帯決議していますけども、これはそれを

どういうふうに受けとめて、移管に向けて

どう進めていくのかお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  付帯決議につきましては重く受けとめて

おります。したがいましてこのウオーキン

グ事業自身は、住民の方からなるウオーキ

ング推進員という方に実際には立案とかコ

ース設定をしていただいて運営してもらっ

ておるわけですが、その手助けを保健福祉

センターのほうでやっておるわけですが、

従前から活動されているウオーキング団体

はありますので、したがいまして、４月下

旬でございますが、ウオーキング推進員と

従前から活動されているウオーキング団体

との協議をもちまして、今後お互いが連携

協力していくことが確認されました。そし

てなるべく早く付帯決議を受けまして、す

べきことは役所のほうでエネルギーを注入

いたしますし、その活動の運営など、でき

るだけ付帯決議を重く受けとめまして移行

していきたいというふうに考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  しっかり重く受けとめてください。基本

的にこの付帯決議の内容というのは、早々

に移管しろということは、行政するなとい

うことですからね。本当は否決されてるよ

うなもんなんです。でも否決されるとその

事業自体が全く動かなくなって混乱生じる

から、１年間余裕見て、その間に話し合っ

て事業を移管して、住民の皆さんがより多

く、何かプレゼントをするとかそういうの

じゃなくて、より多く活動できること、で

きるような体制にしてくださいということ

ですから、ぜひとも、来年度はこれ多分こ

れは出てこないのかなと思うんですけども、

ぜひともそれはよろしくお願いいたします。 

（発言する者あり） 

○９番（永並 啓君） 

  次に福祉問題についてです。まず豊寿荘

のお風呂についてお伺いします。今後どの

ようにしようと考えていて、これまで利用

者とどういう話し合いをされたのかお聞か

せいただけますか。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  老人福祉センターの豊寿荘の男子浴槽の

ほうの水面が上がるということで、今現在

はこのお風呂が男女とも、一応水位は下が

りますが、一晩で２８センチほど湯面が下

がるわけですが、今はとりあえず男女とも

お風呂は沸かしております。その時間帯が

１１時から１４時までということで、４時

間ということなんですが、今後サービスは

提供するものの、女子の風呂だけをたいて、

時間帯を、今のところ検討中なのですが、

１０時半から３時ぐらいまでを設定いたし

まして、男女交替にしようと考えておりま

す。アンケートはとった結果、それに、そ

のことを余りよくは思わないアンケート結

果もやっぱりあるわけですけれども、今後

はなるべく早くといいますか、また話し合

いを持ちながら、先ほど申し上げた女性風

呂を沸かして時間交代で毎日お風呂を提供

しようと考えております。 

  以上です。 

（発言する者あり） 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  しております。持っております。利用さ

れている方といろいろな意見を賜りながら

進めております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  今言われたことは話し合いの中で決めて

決まったことと理解してよろしいですか。

利用者の団体といろいろ話し合いをして、

それでその内容で決まったということでよ

ろしいですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  女性風呂の交替を住民の方から意見賜っ

たわけではありません。役所のほうから、

女性風呂を今後利用するとして仮定いたし

まして、日で提供するとか、曜日で提供す

るとか、週で提供することもありましょう

し、役所としては皆さんに提案申し上げた

のは時間交替で、若干時間は短くなります

けれども、お風呂を提供するということだ

けはいたしたいということで、お風呂に入

る時間は幾らか短くなるわけですが、サー

ビスはできるだけ低下を避けながら進めて

まいりたいということで意見を賜り、その

中の選択肢の一つとして時間交替はどうで

すかと、そのほうがいいのかなということ

をまた今後意見を賜りながら進めていきた

いということでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  行政の物事の進め方って、行政内で全て

決めてしまってから意見を聞くという感じ

なんですよ。だからその後いろいろ意見出

されても、もう反映することっていうのは

ほとんどできないような。今議会で出され

た消防もそうですよね。だからお風呂の問

題を例に挙げると、例えば残すためにはど

うしたらいんだというところから利用者と

同じ立場になってまず意見交換をすると。

無料というのはまたどうかと思いますよ。

ある一定の負担というのはしていただきた

いと思いますし。でも協力してもいいとい

う利用者の方も結構いましたよ、聞いたら。

いるみたいですよ。利用者と一緒に、どう

したら、同じ目線に立つんですよ。何か行

政の進め方って、まずできなかったら廃止

とか、できなかったら有料化とか、究極の

選択を先に持ってくるんですよね。でも本
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当に住民の皆さんと同じ立場になって、じ

ゃあどういう協力をしてくれたらこれをそ

のままの形で残すことができる。考えてく

ださいよと。じゃあ費用の負担を幾らかし

てくれたら変わるかもしれません。先ほど

橋本議員おっしゃってた寄附の制度とかい

ろいろなものを活用できるかもしれない。

いろいろな選択の中、段階から利用者とも

話し合って、何とか残す方向での話し合い

をした結果こうというのはわかるんですよ。

それが協働だと思いますけど、そこら辺が、

何か全くできてない。先に私たちの考えは

こうです。さあどういう意見ありますかっ

て言うことを言われると、何かもう聞かれ

ても何を答えていいかわからない。それは

いろいろな考えがある住民さんがいたとし

ても、その考えって入る余地があるのかな

っていうふうに感じますから、そこら辺は

進め方として方向転換というのはできない

んですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  この件につきましては、今年度、今年、

平成２７年度に入ってからもずっと続けて

おりまして、この件につきましては先ほど

申し上げた役所のほうが、申しわけないで

すけれども幾つかの提案をし、そしてアン

ケートをとり、とりあえずは永寿荘の風呂

が停止しておる、そんな状況の中で、でき

るだけサービスを続けたいという思いの中

でアンケートをとり、そしてまた集約をし、

今後協議をし、進めてまいりたいと思いま

すので、この件に関しましては今とりあえ

ずはこのまま進めてまいりたいと存じます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ほら、結局意見って挟む余地ないでしょ

う。そこがあかんて言うておるんですよ。

全ての事業に対して、結局もうでき上って

るプランがあるから、一応それはそれで、

もうそれなりにまとまってるわけですよ。

そしたらもう、ほかこんなんあったらとか、

逆に戻る選択ってもうあり得ないじゃない

ですか。だからそんな一切、一旦切って話

し合いの段階、決める、そういうのを決め

る段階から交えて話し合ったらどうですか

って言ってるんです。本当にもう今のまま

方針は変えないということでよろしいです

か。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  いろいろな行政の施策の中で、政策形成

をしていく中で、どういうふうに民意の反

映していくかという大きなお話でいただい

てるのかなというふうに思います。確かに

この議会での御意見も含めて、住民の皆さ

んの御意向をどのようにつかんでいくのか

というのは非常に大切なことだというふう

に思っておりまして、その手法はいろいろ

ございます。特に条例等のことに関しての

パブコメも含めて、ああいう上位的なもの

から、本当日ごろ我々職員が肌身で感じて

いることをどう本当に日々の施策に生かし

ていくかということかというふうに思いま

す。 

  今、申し上げたその豊寿荘のお風呂のこ

とに関しては、一定、今、財政的なことも

含めて一定のプランをお示しした中で利用

者と今協議を進めているということです。

例えば、実はある方からのお手紙なんかも

いただいてまして、やはりいろいろ協議の

場で言えなかったけれどもこういうふうな

考え方を持っているグループもおりますと
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いうふうなことで、お手紙なんかもいただ

いておりまして、それは皆さんの前ではち

ょっとおっしゃらなかっただろうけども、

自分たちはこうしてほしいというような御

意見もいただいてます。そういうようなこ

とも含めて、協議というか、我々のことも

説明しながら皆さんの御理解をいただきな

がら進めていくんかなというふうに思って

いるところです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひ、利用者の方が、それなりに負担も

これからいろいろな行政サービスって、も

う行政におんぶにだっこじゃあかんと思う

んですよ。住民の皆さんにも一定の労力な

り金銭負担なりをしていただかないと、財

政的に今後日本の行政サービスって無理な

んだろうなというのはよくわかります。だ

から協働という言葉が頻繁に使われるんだ

ろうなと。でも協働の進め方って、さあこ

れしなさい、してくださいよっていう進め

方じゃなくて、もっと前の段階から、こん

なサービス今のままじゃ無理がくるんです

よ。でもこういったところ協力してくれた

らこのサービス残ることできるんですよ。

何とかこういうふうに協力できませんかね

っていうことをもっと旗振りして、それに

参加してくれる人集めてっていう段どりを

しなかったらあかんと思いますので、そこ

ら辺はぜひともよろしくお願いします。 

  続きまして、環境問題についてお伺いし

ます。ごみ減量の方法についてお伺いしま

す。昨日も減量の話は出てましたけど、部

長のほうからここ数年は変わっていない、

減っていないというものでした。ではお聞

きします。減っていないという事実がわか

ってから新しい何か対策はとられたのかお

聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  ごみの減量化についてでございますが、

新しい対策は何かとったのかということで

ございますが、今現在、残念ながら今まで

から進めてきているような状況をそのまま

踏襲をさせていただいてるというような現

状でございまして、済みません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そこなんですよ。もしそれが本当に減量

したいと思ったら、減らないという段階で

これは何とかせなあかんと、ってならなあ

かんのちゃいますかね。減らないという事

実があったら、もう今までのやり方じゃこ

こが限界なんだなと。そしたらこれ以上減

らすには何か新しい試みせなあかんねやな

ということを、どれが成功するかなんてわ

かりませんよ。でも一つでも新しい試みを

常に出していかなかったら、もうずっと減

らないということになってしまいますよね。

何で僕、ごみ減量化こだわるかというと、

１市３町で負担金って可燃ごみの量で決め

てますよね。７割近くが川西市が負担して

ます。でもその７割の大きな自治体がごみ

減量に真剣に取り組んだら、自然と豊能町

の負担って上がっちゃうんですよ。そこを

心配してるんです。だから、さらに豊能町

はこんな小さな町ですから、事業者と排出

のところから協力していろいろな手法をと

ってみるとか。そしたらもういいＰＲにな

ると思いますよ。いろいろなことをやって

みるということが重要だと思いますけど、

そこら辺はどうお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 
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  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  議員おっしゃるとおり、国崎クリーンセ

ンターへの負担金につきましては、可燃ご

みの量と植木剪定枝の搬出量の割合によっ

て決定しております。ですから、ごみを減

らすということよりも、豊能町としては特

化したいのは、資源化をして生ごみを減ら

したいというのが、まず一つの目標でござ

います。その生ごみを減らす手段が何があ

るかということで、昔には堆肥化とかコン

ポストとかというような取り組みもしたこ

ともございますし、その前には電気製品で

ありますようなものから補助を出してした

こともございますけれども、なかなか住民

さんに根づかなかったのかなと。一部の方

は実践をしていただいている方もあると思

いますけれども、その辺の取り組みはちょ

っと根づかなかったのかなというふうな思

いはあります。町として、これまでに余り

手をつけてなかったなというのはエコクッ

キングの部類かなと。例えば皮をむいたニ

ンジンの皮をどういうふうに使ってごみに

しないようにしましょうとか、その辺のＰ

Ｒについては、まだ町としては余り取り組

んでなかったのかなというふうな面も、私、

考えておりまして、そういうようなことも

減量化の一つ、生ごみの減量の一つとして

取り組んでいきたいなというふうに思って

おりますし、平成２８年から皆さんにお願

いをしたいと思っていますごみの有料化に

つきましても、この可燃ごみを減らす一つ

の手法の一つだというふうには考えており

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひとも、同じことをしてある一定効果

が出なくなったら新しい試みというのをど

んどん出していかないと、それが施策を考

える役割だと思いますよ。ああ一緒だなと

いうふうに見てるだけじゃ何も変わりませ

んから、ぜひともそういうのも含めて、私

もいろいろ提案してますから、そういった

ことも踏まえて検討していただけたらと思

います。 

  ちょうど答弁で有料化のことも出ました

ので、本当に平成２８年度から有料化され

るおつもりですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  今現在、平成２８年からの有料化を目指

しております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  でもこの問題、理由が思い切り変わった

んですよね。住民の皆さんをある種だまし

たような形のことなんですよね。僕はそん

な進め方じゃ絶対議会通らないと思います

よ。議員の中には豊能町の財政状況を考え

ると、いずれ有料化は必要なんじゃないか

という議員もいたと思います。どこかの段

階で有料化を考えている議員もいたと思い

ます。でも町長自身が、特に新しい方法も

示さずに、今までの方法頑張れば減量でき

ると考えてごみ有料化の条件に、減量化の

数値目標が達成できなければ有料化なんて、

有料化の責任を住民にあると言わんばかり

の答弁をされたら議員だって賛同なんてで

きないですよ。議員も選挙で選ばれてます

から、住民に負担を強いる場合はそれなり

の筋の通った説明ってやっぱり要るんです

よ。これが町長がぶれずに方針を持って職

員と意思疎通を密にしてたら本当に通った

可能性もあるんですよ。それを町長自身が



 

 3－25 

僕は潰したんやと思いますよ。それはどう

お考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  一つはそのごみの量ということでリンク

をさせたということで、当初御説明させて

いただいておりました。ごみが減らせるの

ではないかというふうに思っておったんで

すけれども、これにつきましては実際統計

上見ましても難しいということもわかりま

したし、有料化、ごみの量とリンクさせな

いという意味での有料化については今回は

改めましてごみの減量化も含めまして、ま

た答申の内容も含めてということで有料化

をお願いしたいということで、今回も財政

健全化推進プランのほうでも変えさせてい

ただいたところでございます。 

  それと、先ほどの話ですけれども、これ

からまた皆様に御理解を求めていくという

ところでございますので、また議会のほう

でもまた上程した際にはまた御理解を求め

ていきたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  常に町長の答弁て何かブレーキかかるん

ですよね。町長は職員が何か当初就任され

たことは自由に意見が言えて何か伸び伸び

仕事ができるような環境をつくりたいとお

っしゃられましたけど、今の豊能町行政見

てると何か町長がすごいブレーキになって

るんですよ。今の減量の話だって町長以外

は誰も減量できるなんて思ってた人いない

と思いますよ。だって現に部長はここ数年

減ってないということを言ってるわけです

から。そのデータを持って多分報告されて

たと思いますよ。でもそれを聞いても、い

や減量できるんだみたいな感じでずっと答

弁されてましたよね。だから減量できたら

有料化しなくていいんだって、本当に減量

できるというような認識でおられたんだと

思いますけど、もっと職員とそういった、

それに携わってる職員がおられるわけです

から、その声を真摯に耳に傾けて、やっぱ

り町長としての発言にはやっぱり責任持っ

て答えていただかないと、何かころころこ

ろと変わっていくと何を信じていいかわか

らなくなりますので、ぜひとも、これから

って、毎回こういうことを言ってますけど、

よろしくお願いしますとしか、もうちょっ

とぶれないようにということをするしかな

いんですけども、やはり僕は一旦はリセッ

トするしかないと思ってます。もう一度町

長が言ったように減量化必死で取り組んで

みると。こういったことをしたら減量はで

きるんですよと。今の減量はこんくらいで

きてますと、新しい試みも入れてですよ。

それでやった結果できなかったらやっぱし

しましょうかみたいな、何かその行政のお

られる立場というのはもう有料化したいと

いう立場なんですよ。じゃなくて住民と同

じ立場になって、何とか有料せんでいい方

法を一緒に考える。そのための努力をする。

その結果、済みません、できなかったから

負担してくださいというならみんな納得す

ると思いますよ。でも今みたいなやり方や

ったら何か誰も納得しないと思いますけど

も、一旦白紙にする気はないですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ごみの減量については大変難しいという



 

 3－26 

ことは先ほど来の答弁の中からでも出てい

るところでございます。そういった中で一

つごみの減量をするのには大きな一つの手

法として有料化ということも考えられると

いうこともこれまで出てきたところでござ

います。何か先ほどいろいろな提案をいた

だいたらというようなこともございました

けれども、やはりごみというのは、これや

はり家庭で皆さん出されるものですけれど

も、それぞれ減量ということで我々もいろ

いろな資料とかまた推進委員さんお願いし

たりとかということで減量化には努めてま

いってきたというところでございまして、

でき得ることは今のところはでき得る範囲

ではやってきてたのかなというふうに思っ

ております。そういったことで、今の、今

私どもといたしましてはこのスケジュール

の形でやってまいりたいというふうに思っ

ております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  聞いてるのはリセットするかどうかだけ

なので、もうちょっとそこら辺は理解して、

町長のごみに対する思いとかいろいろなこ

とを家庭でされてるというのは、もう何回

も聞いて知ってますので、時間があるので

そこだけ答えてください。ぜひ、これはも

う一旦僕はリセットするしかないのかなと

いうふうに思います。そしてそうなったの

は町長自身がブレーキになってるというこ

ともよく自覚していただきたいと思います。

それで次に町政全般のほうに進みたいと思

います。 

  ＡＥＤの管理体制です。３月議会でＡＥ

Ｄの電池切れで使えなかったことを指摘し

ました。その際、残念ながらその事実を町

長が知らなかったということもわかりまし

た。私は消防で一括して管理するほうがい

いのではと提案させていただきましたが、

そのままという、３月議会では、でした。

では今回はこういった情けない問題が、恥

ずかしい問題ですよ、何かあったときＡＥ

Ｄ使おうと思ったら電池切れで使えません、

そして人が不幸にも亡くなってしまいまし

たなんて言ったら本当に笑われますからね。

そういった問題が二度と起きないようにす

るために、今の管理体制のままでいくので

あればどういうふうに対応されたのか。そ

してまた町長がこういった事実を知らない

ということをどういうふうに受けとめて、

連絡体制なりをどういうふうに指示なり変

えたのかお聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高田消防長。 

○消防長（高田龍二君） 

  ３月議会でもＡＥＤの点検については消

防でしたらどうかという御質問がございま

して、そのとき私もＡＥＤのように非常事

態のときに使用する機器についてはその設

置施設の関係者が直ちに使えるという体制

が、一番、消防としても必要だと考えてお

りますし、当然講習の受講もし、常時なれ

ておくということが一番大事だということ

をお話ししたと思います。 

  その後のことですが、ＡＥＤの適正の管

理の実施については各都道府県知事、市町

村長に対して厚生労働省のほうから通知が

発されておりまして、設置者には点検担当

者を配置し日常点検を実施するようにとい

う通知が発せられております。また、ＡＥ

Ｄの製造販売業者においても、ＡＥＤが使

用される際にその管理不備、性能を発揮で

きないなどの重大な事象を防止するための

対策を実施するようにというような通知も

発せられております。これは平成２１年４
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月の通知でございます。このようなことか

ら町としてはＡＥＤの管理については施設

の設置管理者が実施するべきだというふう

に考えておるわけでございます。それにつ

きましては消防署がとるべき対応というこ

とでございますが、３月にも答弁させてい

ただきましたように、立入検査なり警防調

査の中で各施設のほうに巡回で行ったとき

にその指導をしっかりとしたと、また救急

講習の受講の依頼をとってきているところ

でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そういう指示があった、平成２１年にあ

った。でもそれを受けて今回の問題が起こ

ったわけです。そうしたら起こったら何か

の対策ってとらないとだめですよね。今ま

でのやってたことでは問題が起きちゃった。

じゃあ次はどうするのか。その事実をまた

町長は知らなかった。こんな大事なことを

知らなかった。そうしたらそこの連絡体制

どうするかということを変えてかないと、

また起こる可能性ってあるじゃないですか。

起こっちゃったから起こらないようにどう

したかということだけをお聞きしたいので、

それは消防長か町長なのかどっちかわから

ないですけど、町長は自分のとこに連絡が

こなかったことをどう受けとめているのか、

町長お聞かせください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  １点、その連絡こなかったということに

ついてはちょっと残念でありますので、こ

れにつきましては当然ながら大事な話につ

いてはこれまで同様上げてもらいたいとい

うような話はしているところでございます。 

  それと今回新たにということでございま

すけれども、これやはりＡＥＤというのは

当然それぞれの場所でそれぞれ置いてある

所の方が基本的は使える、もしくはそこに

居合わせた方が使えるということがまず基

本原則であると思っております。ただその

一方で、今先ほど申されたような電池が切

れていたというような、こういうことにつ

いても、当然その施設の方が気づく必要は

あるということで、今回もその大阪ライフ

サポート協会、これに全ての部署に設置の

登録をするようにということで、消防のほ

うから指示をしまして、ですのでこれをす

ることによりましてＡＥＤのサポート協会

からバッテリーのパットの交換時期、こう

いうものを事前にメール等で通知してもら

えるということになっておりますので、こ

れを全ての部署に登録させるということを

消防から指示をしておりますから、こうい

ったことは今後ないようになったのではな

いかというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  そこだけを答弁してくれるととても助か

りました。ぜひともこれ、こういった問題

が起きないように今後していただけたらな

と。私はやはりこういった、使えるのは、

使えるようにはそれは施設の担当者が、ま

ずはそこにいるわけですから、講習・研修

はしないといけないと思いますけど、やは

り機器の管理というのは僕は消防がすべき

なんじゃないかなというふうに思ってます

ので、これは今回はいいですけど、また指

摘したいなと思います。 

  続きましてホームページについてです。

最初にバナー広告について質問してから３
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年以上が経過して、ようやく更新されまし

た。基本的にがっかりしているんですけれ

ども、行政は事業者に対してどういった方

針を示されたのかお聞かせいただけますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、議員のおっしゃった事業者というの

は、ホームページの制作会社のことでござ

いましょうか。それはこの間も、この間と

いいますか３月議会か１２月議会か忘れま

したけども、早く自分の知りたい情報にた

どり着けるように深さをなるべく浅くする

ということとか、トップページから知りた

い情報が見やすい、これをクリックすれば

入っていけるというようなことを重きに置

いたということでございまして、要するに

見やすさ、探しやすさ、ここに重きを置い

たというものでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  とっても違和感があるのが企業広告のス

ペースなんですね。横に２段でどんと出ま

すね。なぜ下に出したのか、それも２段に

して出したのかというところがよくわから

へんのです。今の画面て基本的にパソコン

ほとんど横に長いんですよね。横のところ

はどうしてもあいてるんです。そこを使っ

た広告をしているサイトもあるわけですよ。

そこにいろいろな車の宣伝なりいろいろ入

ります。その余分なスペースにですよ。そ

こを使うのが、日本全国そうなんですよね、

どんなページを見ても。見やすさといった

ら、やはり真ん中には、大事なとこには情

報が見えるようにしないかんのに、消さな

い限りまず企業広告がどんと下に２段入っ

てしまうんですよね。やはりその企業広告、

もちろん大事ですけど、そういったところ

は横のスペースにするほうがもっと見やす

くなるんじゃないでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  バナー広告の見せ方といいますか、そう

いうことでございますけども、あのバナー

広告につきましてはまず先ほど言いました

ようにホームページの見やすさを、これ第

一に考えたわけでございますけども、今お

っしゃった横長の画面で両端があいている

ということ、それは一般的に今そういうパ

ソコンの形多いわけでございますけども、

古いといいますか、もうちょっと古いパソ

コンですと画面がもうちょっと狭いという

ようなことで、そこにバナー広告を入れる

と見れない方もおられるというふうに聞い

ておるわけでございます。それが私もその

ホームページのつくり方とかそんなに詳し

くないわけでございますけども、今後その

バナー広告の見せ方も含めて、今の御指摘

も受けましたので改善してまいりたい、改

善できるところは改善してまいりたいとい

うふうに思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  それは古いのはそうでしょう。でも今の

パソコンほとんど横長ですからね。そこを

使った広告って、やはり今の時代に合った

というか社会実情に合った、今もう、どん

なとこでも民間企業って、すき間があった

ら広告打ってくるんですよ。それっていう

ことはそこにほとんどのパソコンがそこに

スペースがあるからという、だからそこに

お金かけて広告打つんですよね。そういっ

たところに使えば、もっと真ん中のところ
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は見やすくなると思いますので、ぜひとも、

そういう事業者なんでしょうけども、考え

ていただけたらなと思います。 

  私は、ホームページ更新に当たって、豊

能町内の観光名所をカメラで撮ったりであ

るとか、星のこと、星がきれいだから星の

ところ、定点カメラを使って撮るとか、だ

から豊能町のホームページをまず入っても

らってそこからいろいろな情報が受け取れ

る。それで店の、豊能町内の商店街の情報

であったりとか。わざわざ広告をお金出し

て打つことはできないけれども豊能町のホ

ームページにだったら載せることができる

とか、そういったいろいろな、まず豊能町

の核となる、情報発信の中心として豊能町

のホームページを持ってきたらということ

をお願いしてたんですけども、そういった

考えというものはなかったんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  ホームページ、この２月にリニューアル

はいたしました。リニューアルはしたけれ

ども、今あれがもう完成形であるとは思っ

ておりません。数々議員からも御指摘をい

ただいておりましたし、我々ももっとやり

たいことがあるというふうに考えておりま

すので、今後とも、先ほどのバナー広告の

見せ方も含めて、あらゆる分野で改善をし

てまいりたいというふうに思っております。

取り入れられるものはどんどん取り入れて

いくという姿勢で、今、取り組んでいると

いうところでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  ぜひともよろしくお願いします。 

  そうしたら続きましてプレミアム商品券、

ちょっと質問したいと思います。 

  豊能町では９月からということで、ほか

の自治体と比べてちょっと遅いような感じ

がするんですけど、このおくれた原因とい

うのは何なのかなということをお聞かせく

ださい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  プレミアム商品券ですけれども、町とし

ては９月中ごろに販売をしようということ

ですが、実はおくれたというよりも当初か

らそのころを狙って商工会と金融機関と調

整をしてきたということになっております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  というのは、町長はよくプレス発表でと

いうことをよく言われてました。最近言わ

れませんけど。それ以来、豊能町がすごい

いいことで余りプレス発表されたことはほ

とんどないんですけども、例えば先にやっ

た鳥取県などのように、あっという間に完

売したとか、話題に上がっているときにそ

れにぽっと出すと、おもしろいことをやる

と、自然とニュースになるわけですよね。

そういったことを考えると、何かほかのと

ころが下火になってからぽっとやるという

自虐的な宣伝方法もあるのかなとは思いま

すけども、そういった戦略があってそこに

持ってきたのかということをちょっとお聞

かせいただけますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  決してそういうような戦略があってなっ

たわけではございませんが、やはりちょっ
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と商工会とそれから金融機関との調整とい

うものがなかなかうまくいかないであろう

というのは当初からちょっと懸念されてお

りまして、特に金融機関との調整というの

が難しいのかなというのは予測されており

ましたので、当初から計画的に９月ごろか

らということで進めておりました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  でもこれ大都市に行くともっと大変です

よね。でもほとんどのとこが６月、今の時

期ぐらいには出してるんですけども、そこ

ができてるのは何でなんでしょうかね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  豊能町といたしましても、例えば６月に

発行する、７月に発行するというスケジュ

ールで動いておればそれなりのことができ

たのかもわかりませんが、先ほどから答弁

しておりますように９月というのを目途に

スケジュールを組んでしておりましたので、

そういうことになったわけでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  どうしても、乳幼児医療費の拡大にして

も一番が大事なんだということを町長おっ

しゃってますよね。一番だからよく知って

もらえるということ。やっぱりこういった

ものも先にやると、ことしの大きな話題で

すからね、日本全国やる中で。その中でも

早くおもしろいことをやったらすごい知名

度アップに、ＰＲになるわけですよ。そう

いったことから考えると最初に９月ってい

うところが全く理解できないんですけど、

やっぱり早くしたほうがＰＲ効果ってでか

いように感じるんですけど、そこは町長い

かがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かに一番ということでＰＲ効果という

のはそれは一定あろうかと思っております。

ただ今回のプレミアム商品券、これについ

てはやっぱり確実に実施するということが

非常に大事だというふうに思っております

ので、今回こういったスケジュールにさせ

ていただいたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いろいろな言い方があるんだろうなとは

思いますけども、確実に実施、多分ほかの

自治体でも６月、７月に出してますけど、

確実に実施されると思いますよ。そんなに

むちゃくちゃな自治体ばっかりだと思いま

せんので。ぜひともそこら辺は一つの方針

を持って、町長。一方で早くやることがＰ

Ｒになるんだと言ってるんだから、やはり

そういった、町長が指示をすればそういう

ふうに動くことだってできるわけですよ。

最初から９月という、誰が聞いても遅いな

というんじゃなくて、みんなプレミアム商

品券て話題になっているわ。じゃあここで

行け、みたいな感じで、町長はやっぱり指

示すべきだと思いますよ。そこら辺を今後、

お願いしても大丈夫なのかなと思いますけ

ど、ぜひともそこら辺も意識して取り組ん

でいただけたらと思います。 

  続きまして、豊能町の個人情報の取り扱

いについてです。先日、住民の方から、昨

年は支給されていたおむつが支給されなく
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なったと連絡ありました。事情を聞いてみ

ると、これまで高齢福祉課で行っていた高

齢者と障害者に対する寝たきり老人等紙お

むつ給付事業の中の、障害者に対するサー

ビスは障害者福祉が扱う住民人権課が担う

ということで条件が変わり、サービスが受

けることができなくなったというものです。

これは議会に諮らなくていい、なぜか規則

の改正で行われているわけですけども、今

回このことの改正をどうこうということは

質問はしないわけですけど、個人情報の部

分についてですね。 

  今回、残った紙おむつの給付というもの

は非課税世帯ということが条件になってま

す。そのため、それを調査するために所得

調査をしてもいいという同意欄にサインを

して提出します。しかしその方は、しかし

例外的に障害者の方は非課税、課税は条件

ではないということでサインはしませんと

いうふうになってました。しかし行政はそ

の同意書にサインがないにもかかわらず、

非課税か課税かの調査を勝手にしちゃった

んですね。それでおたくは非課税世帯でな

いために給付はできませんっていう却下決

定を行ったんです。僕これ、この個人情報

の考え方ってどういうふうに徹底されてる

のかお聞かせいただけますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  今回の、私からは今回の議員御質問の、

御本人が申請書の所得を閲覧することの同

意がないにもかかわらず担当は見てしまっ

たと、そこのところの問題点はどうなのか

という御質問だと思います。確かに御本人

は制限がかかるといいますか、同意はされ

ておりませんでした。一方、給付の対象は

介護認定の４段階、５段階、そして非課税

のものが給付の対象になる。担当本人とい

たしましては、この本来であるならば、議

員御指摘のとおり、同意をしていないので

ありますから所得を閲覧することなく、確

認することなく御本人のほうに保留である

と、そして所得を見ることについて同意さ

れますかという確認が必要であったと思い

ます。ですので本来であれば保留にすべき

であったと考えまして、今後はこのような

事態が二度とないように、御本人の同意を

とるようにしたいと存じます。 

  また一方で、この制度が、担当になりか

わりましたら、この制度があくまでもやっ

ぱり所得を見ないと決定できないというと

ころがありますので、そういうふうに判断

して見てしまったのかなということで、申

しわけなく思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  いや、見てしまったで済まないと思って

るんですよ。それで、何で、法令遵守が行

政のまず基本ですよね。同意欄がなかった

らこれは見れないと、同意求めにいくのが

筋だと思うんですよ。それが条件になって

いるから所得調査って。これをされると何

が怖いかというと、マイナンバー始まりま

すよね。何でも見れるようになりますよ、

いろいろなことが。それでこんな意識で、

これにはちょっと必要だからということで

されると、もういろいろな情報漏れていき

ますよ。それ町長どうお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  個人情報、非常に大切だということは

重々認識しております。ですので今後はこ
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ういったことがないようにしっかりとやっ

てほしいということは指導したとこでござ

います。 

  ただ一方で、個人情報が大事だという中

で、今回、空き家なんかでいうと一方でそ

の個人情報がなかなか見れないがために空

き家がどんどん進んでいって所有者が特定

できないというようなことも問題があって、

一方空き家の中ではその個人情報は特定空

き家については見れるというような法令の

改正とかもあるということも事実ではござ

いますけれども、ただ我々については、

我々は当然ながら今現在使っていることに

ついては個人情報、これは大事でございま

すので、これについては今後このようなこ

とがないように周知徹底してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  何か本当に町長の姿勢って、何かずるい

ですよね。だって聞いてるのは今回起こっ

たことで聞いてるんです。それにもかかわ

らずほかの問題ではこういうふうに見れる

ようになりました、どうこう、こうこうな

んて言う必要ないでしょう。そうしたら何

か、だからこっちは見てもしょうがないん

ですみたいな回答に聞こえますよ。やはり

今回したことというのはやはりおかしい。

法令に違反してるんですよ。それは僕は町

長の指導としては、僕は絶対欠落してたん

だと思いますよ。これはもう徹底的にやっ

ていただかないといろいろなとこで問題、

マイナンバーになると起こってきますよ。

だから徹底的に指導した。もうちょっと、

どういう指導がいいのかというのは僕はす

ぐには思い浮かびませんけども、そこは本

当に個人情報という取り扱いですね。今の

社会情勢の中で、マイナンバーが起こって

いる中で、住民の皆さんが、国民の皆さん

が不安に思っている中で、それを取り扱う

一番身近な町の職員がそんな意識じゃいけ

ないと思いますので、ぜひともそこは徹底

していただきたいと思います。 

  それで、続きましてですけども、光風台

駅前エスカレーターについてです。白紙と

いうことですね。どうして町長はトップと

してスピード感のある意思決定ができない

のかということですね。昨年１１月にコン

サルから結果が出てました。その結果を読

んでもかなり困難であるようなことは書い

てますよね。その事実を確認するために何

かいろいろな調査をして、でも結局コンサ

ルが指摘したこととほとんど変わらない、

一緒ですよね、白紙に戻すということは。

もしすぐに方向性を、１１月の段階で、こ

こまでやったらあかんな、そうしたら方向

を変えてたら、今年度の予算にも入った可

能性、十分間に合ったんですよ。結局いま

だに方向性も決まらんがために任期中にで

きるかどうかわからんという、多分周りの

人皆大丈夫かというふうに思ってると思い

ますよ。町長はどこまでが着手かわからな

いけど、やったらやったって言うんでしょ

うけどね。でも多くの人は多分無理なんじ

ゃないかなというふうに思ってると思いま

すよ。時は金なりってそういうスピード感

ですね。そういった、半年間かけたってい

う、それはどうお感じなんでしょうか。町

長お聞かせいただけますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  こちらにつきましては、非常に重要な問

題だと思っております。私もこれ公約に掲

げた問題でございまして、できるだけ、ど
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うすればいいのかということをいろいろ考

えていたということで、１１月、結果が出

て、それからもちょっといろいろ考え、ま

た現地の調査もして、これまでちょっと延

びてきているということについては申しわ

けないとは思っておりますけれども、非常

に重要な問題であるという認識のもと慎重

に検討しているというところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  その白紙ということが余計に住民の皆さ

んの不安をあおるわけですよ。そうしたら

このままなくなるんじゃないかとか、この

まま何を検討するのかなと。もう一切、エ

スカレーターもなくなってエレベーターも

つかなかったら大丈夫かなというふうに思

っちゃうわけですよね。やはり何かを進め

るときは、Ａ案がだめだったらＢ案でいく

ので移動手段はちゃんと確保できますので

安心してくださいとか。何か田中町長の町

政運営には何か二の矢、三の矢が本当ない

んですよね。定住化施策でも一つのことし

たら、その結果が出るまで基本的に何もさ

れない。チラシをまきました、結果的に人

ふえませんでした、さあどうしよう。住マ

イル助成しました、やってみました、じゃ

あ次はそんなにリフォームだけに使われま

した、じゃあ今年度は転入者も含めました

って、一つのことの結果が出るまで次のこ

とって動けへんのですよ。やっぱり一つの

ことで余り効果が出なかったら次、次、次

ってどんどんやっていかないと、定住化施

策もうまくいかないし、全ての事業がうま

くいかないと思いますよ。やはり全ての施

策がそういった感じに聞こえるわけですね。

だからやっぱり時間がどうしてもかかって

しまう。エスカレーター、いまだに引っ張

ってます。いろいろな人の議員の質問に対

する答弁においても、さあいまだに何かい

ろいろ検討しますというか、何か、やめる

というはっきりしたことを言われないです

ね。可能性は低いけど、何か、まだやるの

かというような感じにも聞こえます。僕は

トップとしてすぱっと、ここまでのリスク

があるのであればエレベーターに切りかえ

ますと、それを早急にしていきますという

決断をしないと、予算どりから含めると時

間的に全然間に合わないと思いますけど、

そこはいかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然これはやっていかなければいけない

問題というのは十分認識しているところで

ございまして、ですので早期に検討してま

いります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  早期にっていつですか。期限切れますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今やはりいろいろ調査をしているところ

ですので、今、現段階では早期に検討する

というふうにお答えしかできません。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  あなたは町長なんですから、町長がここ
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までにやれ。どんな仕事でもそうですよ。

上司からここまでに何かをしてこいと言わ

れたらそれに向かって職員頑張らなあかん

のですよ。何かそこを指示しないと、一生

懸命やっとこうか、いつまでか、どこかの

段階で報告したらいいやなんてことをやっ

てたら全然スピード感ないですよ。やっぱ

り町長がそれを指示するんですよ。いつま

でにやりなさいと。いつまでにこういった

ことを調べて、資料、議論できるようにし

なさいと。そうしたらそれに基づいて動く

じゃないですか。そうしたら住民の皆さん

にもここまでには結論出ますからというこ

とで言えますよ。今なら早期にって、どれ

くらいを早期にというのか皆わかりません

よ。町長、３月の私の答弁で４月頭と言っ

たんですよ。頭と言って、それ議会で放映

されてる中で言うてるんですよ。世界で見

てる人はほとんどいないでしょうけど、基

本的に世界に放映されてるんです。そこで

町長が期限を言ったんです。でも４月頭に

は何も報告はされなかった。この問題って

どうお感じですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ４月頭、おくれましたけれども、議員総

会、また先日の全員協議会、こういった中

で、今一定困難であると、今現在、困難で

あるということで、これからあらゆる可能

性について考えますというようなことでお

答えさせていただいたというところでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  違いますやん。議員に対してだけじゃな

くて、これは放映されてます。それで議会

での公式の場で４月頭ということを言った

んです。そうしたら４月頭の段階で何らか

のことは発表しないとだめなんじゃないで

すかということです。今こういった調査を

してますからもうちょっと延びますとか。

そうしないと、聞いてる人は、４月頭にな

んかあると言ったけど何も言えへんな、結

局６月か。やっぱりそこは町長の信頼にか

かわることですから、４月頭ということを

言われたんならそこの段階で一定何らかの

報告はすべきだと思いますよ。それを聞い

てるのでお答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ですので、議会でこの前お話ししました

のは、今回も、ですからこの、今、議会の

中でこれまで進めていたことについてさま

ざまな課題が発生したので困難であると。

ですからあらゆる可能性について検討する

ということを今回ここでも説明していると

ころでございます。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩。 

（午前１１時２４分 休憩） 

（午前１１時２７分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  まずは、年度頭にということでお話しさ

せてもらいましたけれども、４月には説明
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ができなかったということについてはおわ

び申し上げます。それで、そのおわび申し

上げた上で、全員協議会の中では一定、私、

説明させていただいたところでございます。

それと今現在、きのう、きょうとエスカレ

ーターについて多くの方の御質問いただい

てる中で、今現在このような形で説明させ

ていただいているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  最後になるんですけど、もうこの問題、

僕はなぜここまでもめるのかなという感じ

がするんですよね。結局改革するには総論

は賛成だけど目の前のものがなくなるとい

う各論には反対なのかなという感じにもと

れてしまうんですよ。この問題考えると、

先日行われた住民投票後の橋下市長の言葉

が胸にしみるわけですね。住民投票の会見

で、僕みたいな嫌われる人はワンポイント

リリーフでいいとか言われてました。僕は

違うと思います。３月議会でも言いました

けど、これまでは有権者のこと、要望があ

ればそれを実現していけばよかった。こん

なものをつくった、こんなサービスを提供

した。でもこれは形を変えたばらまきであ

ると。でもこれからは本当に必要な費用対

効果を徹底して見直して、それで要らない

ところはカットし、できるところは住民と

協働し、そういったことをシビアにやって

いかないといけない。そうしたらもうちょ

っと選挙に出る人は好かれることばっかり

してたら現実的に無理がくるんですよ。こ

れはできませんということを言っていかな

いといけないという時代に僕はきてると思

うんですよね。だから僕は橋下市長のよう

な人は続けてもらいたい。そういった人が

僕はふえていかないと、日本全体というの

は常に要望されてやるということをしてた

ら、もうお金なくなりますからね。そうい

った経営のプランニングができる人たちが

ふえないといけない。そういったことから

考えると、やはり。 

（発言する者あり） 

○９番（永並 啓君） 

  ちょっと待ってね。最後の２分だから。

公約だからエスカレーターなんか言ってた

らあかんのですよ。そうするためには徹底

して費用対効果を見直して、それでエスカ

レーターがいいねじゃないと将来に対して

無責任過ぎますよ。僕、見た中ではどう考

えたって、それは疲れて帰って来た会社員

の人たちが１分１秒早く家に帰りたい。こ

れはわかりますよ。でももうそんな時代じ

ゃないんですよ。申しわけない、それは。

人口も減ってきて財政難であると。そうす

ると行政の基本的な役割、やっぱりまずは

健常者のためではなく社会的弱者、そこが

移動できるような体制を行政は基本にとら

ないといけない。それで年間２０年で２億4,

０００万円高くなるという、そこを埋める

努力も徹底して示さないといけない。誰も

が使えるエレベーターじゃないといけない。

高齢化が、ベビーカーや、定住化を進める

ならベビーカーが乗れるエレベーターじゃ

ないといけない。トータルで考えていくと

どうしてもそっちになるんですよ。やはり

もうちょっと、公約だからとか、そういっ

たことを言ってたら確実に豊能町潰れます

よ。それだけをお願いして、私の質問を終

わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  関連質問ございますか。 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  それでは、関連質問をさせていただきま

す。 
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  まずお聞きしたいんですけども、エスカ

レーターの件ですけども、安息角って出ま

したわね。これは何の法律ですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  安息角ですけれども、宅地造成規制法で

ございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  きのうのエスカレーターの件の中で町長

が際どいことを大分発言されてましたです。

まず、基本的にお伺いしますけども、日本

は法治国家でしょうか、町長。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  法治国家です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  そうしましたら豊能町は法治町ですね。

お伺いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  そうでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  きのうの町長の答弁の中で、ほんまに危

ないんです。日本は法治国家であって、憲

法、国際条約、また法令遵守するべき、し

なければならないとなっております。それ

をきのうの町長の発言では、町長の公約の

ほうが法律より上回るみたいなことを、私

はそういうふうに受け取る答弁が多々あっ

たんです。それ公約のほうが法律より上で

しょうか。どうお考えかお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  当然法律は守っていかなければいけない

ものだと認識しております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  やっぱりそうですな。ということはやっ

ぱり法律を守っていくと。先ほどお聞きし

た規制法をやっぱり守らないかんというこ

とです。それで私、ずっときのうから聞い

てましたら、何かその法律の抜け道を探し

てるような、町長がですよ、町がですよ、

感じしか受け取れなかったわけですわ。き

ょうもそうですわな。何か今のエスカレー

ターを動かすために法律の抜け道を探して

るふうにとれてまうんですわ、これ。それ

は町として抜け道は探したらあかんと思う

んですよ。いかがでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  法律の抜け道という表現わからないです

ね。いろいろ法律があって、その法律には

従うということはありますけども、ちょっ

と抜け道という表現は、私よくわかりませ

ん。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  岩城重義議員。 
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○７番（岩城重義君） 

  私はそういうふうに受け取ったわけです。

抜け道を一生懸命探してるんじゃないかと。

町としては抜け道なんか探したらいかんわ

けです。やっぱり法治国家でありますので、

法に従うのは当たり前のことですので、そ

の辺はよく、理解、当然されてることやと

思いますけども、その辺またよろしくお願

いをしときます。 

  次に、消防の話あったんですけども、道

路のことですね、救急車の入らん。そこを

消防長のほうから町に、道路の管理者のほ

うに、何とかしてくれというようなことは

あったんでしょうか。道広げてくれとか、

例えば、未舗装のとこを舗装してくれと、

そうせんと住民の命が守れないというよう

な要請を、できるのかできないのか私はわ

かりませんけども、そういうことはアクシ

ョンとして起こしたことはありますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  高田消防長。 

○消防長（高田龍二君） 

  今のところ現場活動のほうの中ではそう

いう支障があったというのは聞いておりま

せんので、活動において支障があったとい

うことは聞いておりません。要望も現在の

ところはしておりません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  やっぱり人の命が一番大事というのは基

本ですわな、これ。もしそういう事象があ

った場合、消防長のほうからも道路管理者

のほうにその道をちゃんとしてくれという

ことを起こしていただきますようにお願い

をしたいということです。 

  それと、最後になりますけども、先ほど

の永並議員の個人情報についての考え方で

したけども、木田部長さんのほうに大分お

聞きしておりましたけども、これ重大事象

でありまして、憲法１７条及び憲法第３８

条に明確に違反してると思います。これも

う今、時間ありませんので答弁いただくわ

けにはいかんのですけども、これやっぱり

憲法に違反したらいかんということですわ。

町も国も。それを一回、今初めて指摘しま

したんで、その辺ちょっと終わってからで

も考えていただいて。 

（発言する者あり） 

○７番（岩城重義君） 

  いかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  先ほどの御質問もいただいたところです

けども、仰せのとおりだというふうに思い

ます。我々最大の個人情報を扱うものでご

ざいますので、そこは肝に銘じて今後とも

やっていきたいというふうに思います。 

○７番（岩城重義君） 

  以上で終わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  以上で、イノベーションとよのの一般質

問を終わります。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時からといたします。 

（午前１１時３８分 休憩） 

（午後 １時００分 再開） 

○副議長（橋本謙司君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  午前中の岩城議員に対する答弁に対し、

訂正したい旨の申し出がありましたので、

これを許します。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  恐れ入ります。岩城議員さんの関連質問
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に対して御答弁をさせていただいたところ

でございますが、係る事案が住民さん本人

からの個人情報の収集についてということ

でございました。それに関しての取り扱い

について我々の保護条例の中で、個人情報

保護条例の中でも豊能町個人情報保護審議

会の意見を聞いた上でその実施方法等を決

めるというくだりもございますので、次の

個人情報保護審議会に係る事案を諮問させ

ていただいた上で今後の参考にさせていた

だきたいというふうに思っておりますので、

答弁のほう、訂正させていただきたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  次に、緑豊クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁合わせて８０

分とします。 

  西岡義克議員を指名いたします。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  議長の御指名をいただきましたので、こ

れから一般質問をさせていただきたいと思

います。 

  ラスト２ということで、ゴルフでいえば

ブービー賞ということで、多少はいい答え

がもらえるのかなと、甘いなと思っており

ますけども。 

  先般、大阪都構想が問われまして、維新

の１丁目１番地が見事に崩壊いたしました。

思いますに、最悪の事態が想定されていな

かったような気がいたしておりますが、基

軸がぶれた維新の党の橋下代表は潔く代表

を辞任いたしました。しかし維新は解体も

せずいずこへという感じがいたしておりま

す。 

  哲人安岡正篤いわく、維新とは日々新た

ということであります。今後、五里霧中、

新しい基軸を求め模索する維新の会と反都

構想グループの動向と取り組みに注目をい

たしたいと思います。 

  それはさておき、維新の１丁目１番地は

崩壊いたしましたが、豊能の１丁目１番地

は一体何かと考えたときに、先般５月の議

会報告会で住民の皆さんの意見の中にそれ

なりの意見があったように思います。一つ

は、人口減少をとめられるのかということ

と、もう一つ、財政は大丈夫なのかと、こ

ういう二つの意見がありました。また、タ

ウンミーティングはないのかという意見も

ありました。町長は、少なくとも住民の生

の声を聞く姿勢ぐらいは持つべきだと痛感

いたしたところでございます。 

  さて、前にも一般質問で申し上げました

が、この哲人安岡正篤に思考の三原則とい

うのがございます。一つは、枝葉末節では

なく根本で考えよということ。二つ目は、

目先の短期ではなく、長期で物事を考えな

さい。そして最後は、一面だけでなく多面

的に考えなさいというものであります。１

丁目１番地というのは、まさしく根本で考

えるというものに当たります。つまり根本

問題イコール１丁目１番地ということでご

ざいます。昨年の１２月の議会でも私はシ

ンプルイズベスト、つまり当たり前の普通

のことという意味、これも根本ということ

に当たるんじゃないかなと思います。 

  もっとも、リーダーに思考能力があって

も執行能力がなければ問答無用、絵に描い

た餅ということになります。また、これも

前に申し上げましたが、松下幸之助語録に、

政治家、経営者を問わず、リーダーは次の

四つの条件を満たさなければならないとあ

ります。究極はその人の人生観といいます

か、生きがい、いかに生きるかということ

に帰するんではないかと思うんですけども、

その一つは、何が何でもやるんだという使

命感。二つ目は、自分のことは後にしてま

ず人のこと、つまり町民のためにという無
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私の精神。無私、つまり私がないという意

味ですね。３番目に青雲の志的なゆとりの

心といいますか、いわくロマンということ。

そして最後に知識、見識の上に立った経験

に培われた胆識を有する現実処理能力。こ

の四つであります。 

  先般、私は議会運営委員会の冒頭で委員

長として進言いたしましたように、提案権

と執行権は行政にございます。そこでリー

ダーの、リーダーとしての胆識、今言った、

すなわち知識、見識の上に立った経験に培

われた現実処理能力が問われるところでご

ざいます。そして最終最後、最高責任者で

ある町長の責任が問われるということでご

ざいます。これまで答弁聞いていましたけ

れども、どうもこの豊能町では使命感、や

るぞと、何が何でもやるという使命感と現

実処理能力、この辺に問題があるんじゃな

いかと思っております。そこでこれから質

問に入りますが、管理職が行政マンのトッ

プリーダーとして、また町長が行政のトッ

プリーダーとして、いかなる点が欠けてい

るのかを自問自答しながら答弁をお願いい

たしたいと思います。 

  そこでまずバスの問題でございます。バ

ス問題は定住化施策のみならず、人口増施

策の根本であります。今議会は一般質問が

主力なので、議運冒頭でも申しましたよう

に、的確な答弁をと申し上げました。しか

しどうもこれまで聞いておりますと右から

左というような気がいたしておりますが、

その中で昨日の福岡議員の、これまで福岡

議員の一般質問で、これまでの町長が言明

されてきた人口増構想の中で、東地区及び

希望ヶ丘地区は入っているのかとのこうい

う質問でございましたけれども、非常に当

を得た的確な質問であったと思いますが、

その答弁に、東の交通施策、希望ヶ丘の交

通施策は、豊能町まち・ひと・しごとの総

合戦略の一つの枠組みの柱として入れると。

また、ときわ台バリアフリーも入れます。

つまり東地区、希望ヶ丘の交通施策ととき

わ台のバリアフリーは豊能町まち・ひと・

しごと総合戦略に特化いたしますと。さら

に豊能町の交通施策はまちづくりの根本で

ある人口増構想として外せない施策である

という答弁でございました。今、まちの活

性化の根本施策の一つが東西のバランスあ

る交通施策であり、その具体的な施策を施

行することが急がれると思うわけでありま

す。 

  そこで、阪急バスの北大阪ネオポリス線

の運行予定と３年先の箕面の萱野中央バス

総合計画におけるネオポリス線の位置づけ

についてお尋ねいたします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  北大阪ネオポリス線の位置づけというこ

とでございます。北大阪ネオポリス線は、

もうこれ議員も御存じのとおり、不採算路

線、赤字路線ということでございますので、

豊能町の町域の住民さんだけのその利用者

だけでは営業路線としては成り立たないと

いうことは、これは従前から阪急バスがお

っしゃっておられたということでございま

して、今はトンネル経由便を実現しようと

いうことで交渉しているところでございま

すけれども、トンネル経由便として今の便

よりも増便するということは困難であると

いうことから、今現在運行しております本

数のうち数本もしくは全てということはな

いでしょうけども、朝だけでもとか、そう

いうことを言いながら経路の変更というこ

とを検討しているところでございます。 

  その経路の変更につきましても、これも

もう議員も御存じのことでわざわざ申し上
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げることはないかもわかりませんが、茨木

市、箕面市のお客さんも多い便であるとい

うことから、特に箕面市が多いんですけど

も、その箕面市におけるお客さんの便の確

保といいますか、代替の方法、これも必要

であるということの問題もありますし、ま

た採算性の問題、採算性といいますのは阪

急バスいわくは新たに車両が必要であると

か新たにまた乗務員が必要であるとか、そ

ういう可能性もあるというようなこともお

っしゃっておられまして、それらの問題も

あるということもあって、我々としては具

体的な案を持って箕面市並びに阪急バスに

ダイヤの素案というものも提示して、どう

ですかというような具体的な検討もしてい

るところでございます。今後につきまして

もこれまで同様、箕面市、茨木市も含めて

でございますけども、それから阪急バスの

ほうに協議を続けてまいりまして、また阪

急バスに対しては具体的な案も考えていた

だけるというような御回答もようやくいた

だいてるところでございますので、そうい

う阪急バスが考えられた具体的な案、そう

いうものの提示を求めながら協議を続けて

まいりたいというふうに思っております。 

  それから３年先のことを、議員、今おっ

しゃったわけでございますけども、恐らく

議員のおっしゃったのは北大阪急行の延伸

に伴う萱野中央のバスのことをおっしゃっ

たんだろうと思うんですけども、我々箕面

から聞いておりますのは、北大阪急行の延

伸の開業の目標は５年先の平成３２年度と

いうふうに聞いてございまして、そのバス

の再編が３年先に行われるということは存

じておらないところでございます。それに

しましても北大阪ネオポリス線のトンネル

の経由便につきましては、その萱野中央の

開業が５年先であるとか３年先であるとか、

その開業を待つことなく、なるべく早い時

期に実現をしたいという思いでやっておる

というところでございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ちょっと違うね。この前質問したときに

は箕面が３年先にそのバスを全面的に改定

するから、豊能町はそのときに一緒になっ

て交渉するというような答弁をいただいて

いるはずです。ちょっとそれから以降どこ

まで交渉したのか知らんけど、ちょっと以

前よりもまだ何かおくれてるような。トン

ネルの交渉にしたって増便の件にしたって、

私は前のときに一般質問の中で、車は別に

ふやすことないやないかと。運転手もふや

すことないやないかって言うてんのに、こ

こで、バスの便がどうのこうのとか、運転

手もどうのこうの、ちょっと全然交渉して

ないんちゃう、阪急と。箕面とも。箕面が

車両とか運転手の心配はしてるとか。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  阪急バスだ。ごめんなさい。箕面に具体

的な案を提示、これからしていくとか。私

が前に質問したときは、別に全便走らすこ

とないと。朝７便のうち３便向こうへ回し

て、こっち４便でもええやないかいう話も

してるわけですわ、前、一般質問で。それ

からほんなら全然進展してないんですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  私の言い方が悪かったのかもわかりませ

んけども、具体案といいますかダイヤの素

案はこちらのほうで、素人がつくったもの

ですから完璧なものではないんですけども、

それはもう既に箕面にも阪急バスにもお示

しをして、その上でこれは実現可能かどう
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かというような御相談をしておるというこ

とでございます。箕面におかれましては、

トンネル便になることによって通らないバ

ス停ができるということが一つ問題。それ

と粟生団地発のバスに全てのお客さんが乗

れるかどうかという問題が一つあるわなと

いうようなことを感じておられますのと、

あと阪急バスについても箕面と同じような

感想を持っておられるというようなところ

でございます。それらを、今言うたような

通らないバス停ができるとか、箕面のお客

さんが全部乗れるかどうか、キャパの問題

ですが、そういうものについて解決策、具

体的に考えてもらいたいというようなこと

を阪急バスに申しておりまして、具体案を

考えてみようというような答えまではいた

だいておるということでございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  またおかしいこと言うてるね。その箕面

の話は、箕面と阪急バスの話と、阪急バス

と豊能の交渉があるわけですわ。その中で

もちろん箕面との関連があるから、豊能と

箕面の話もあるでしょう。だからそのため

に前回私、全部乗りましたんやで、便。行

けるいう話をして、その後に行政が箕面の

とこ全部乗ったんちゃいますか。ほんで行

けそうやという話でしたやん。それから後

どんな交渉したんですか。おかしいじゃな

い。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  これも私の言い方が悪かったのかもわか

りませんが、議員の今おっしゃるとおり、

職員が実際に箕面のバス停に立ちまして、

朝どれぐらいのラッシュ状況かと、積み残

しがないかとか、立ち客がどれくらいおら

れるかとか、もし便を減らした場合、箕面

のお客さんがみんな乗れるかどうかという

ようなことを検討した結果、箕面のお客さ

んにはそんなに影響、全くゼロではないけ

ども、そんなに影響を与えずにバス、朝何

便かでもトンネル便に変更することができ

るのではないかというような案を考えて、

それを箕面市並びに阪急バスに示してきた

というようなところでございまして、決し

て後退しているものではなく前進をしてい

るものというふうに考えております。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  やっぱりおかしいわ。全然やってないわ。

前に私も全部乗ったんですよ。うちの職員

も何か調査した。あの中で私もあのとき、

北大阪急行便は白島から直行で千里中央へ

入ると。私は今までうちの便だけかな思っ

たら箕面もその便あったんですわ。そのこ

とも言うたんや。何も箕面に損傷ないわけ

です。私が乗ったときに乗ってけえへん人

がようさんおった。ほんでまだ乗れるのに

な思って。立ち席もあったけれども。後ろ

見たらすぐ千里中央から来てるわけや。何

の損傷もない。ほんで阪急にしてみたら逆

に希望ヶ丘、あれ関係なしに、もっと箕面

の阪急行き、満杯になりますわ、逆に。車

も何の損傷もない。そのまま使うんやから。

新しいにふやせ言うてへんねんから。そや

ろ。こっち７便あって、こっち４便走って、

こっち３便走らして、何にもプラスマイナ

スあれへんわけ。ほんであれをトンネル通

って走らせたら、今まで乗ってない人が皆

乗るわけや。それと東の人はわざわざ子ど

もさんそれから通勤のお父さんを希望ヶ丘

まで連れてきてるわけや。その人らもここ

まで来ることないわけ。ほんなら今まで東
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の人も、車で行ってる人もバスに乗る。私

も朝立ってますけど、皆に言われるんや。

これになったら乗るでと。物すごい要望が

強いわけよ。今回ありがたいことに福岡議

員さんが質問してくれたので、これは要す

るに新しい今度のまちづくりの、豊能町ま

ち・ひと・しごとの総合戦略に組み込むと、

特化するって言わせてもらった。これはよ

ろしいわ。善は急げいうことですわ。だか

ら東西のそのトンネル、その実行に向けて、

定住化施策として、これ根本的なもんです

よ。バス言うたら。ほんまにまちづくりの

基本でしょう。これをここに初めから入れ

てなかったこと自身もおかしいんやけど、

今回は特化して入れるいうてんねんから、

積極的にこれを進めてほしいと思うんです

けども、その辺どういうふうな形でいくの

か答弁願います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  この北大阪ネオポリス線のトンネル便に

つきましては、今もうまさに議員がおっし

ゃったようなことで、箕面のお客さんにも

影響がほとんどなく、実現できるのではな

いかと、人をふやさずに、車もふやさずに

実現できるのではないかというような案を

考えたつもりで我々は阪急バスに持ってい

ったわけでございます。ところが阪急バス

の言い分は、さっきも申し上げたとおり、

いやいや箕面のバス停の中で通らないバス

停ができてしまうと。それは実際できてし

まうんですけども、粟生間谷西４丁目とい

うバス停でしたか、そういうところなんで

すけども、そこにもお客さんが結構おられ

ると。それからネオポリス線の後すぐに粟

生発の千里中央行き、もう連なって走るよ

うな状況ですので、ネオポリス線がなくな

ったってその粟生団地発のバスに箕面のお

客さん乗れるんではないかということを

我々も同じ、ほんまに議員と同じようなこ

とを考えて言うたわけでございますけども、

いや積み残しが出てしまうかもわからんと

いうようなことも阪急バスは危惧なさって

おられまして、今言うたようなことの課題

の解決策を考えていただいてるというとこ

ろでございます。先ほども申し上げたとお

り、我々はその北大阪急行の延伸を待つこ

となく、それまでにもできるだけ早い時期

にトンネル経由便を実現したいという思い

で取り組んでおるというところでございま

す。よろしくお願いします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  今の総合戦略。 

（発言する者あり） 

○総務部長（内田 敬君） 

  総合戦略につきましては、福岡議員の御

質問に町長がお答えをしたとおり、まち・

ひと・しごと総合戦略においては交通政策、

これは非常に大事であるというふうに受け

とめておりまして、今、議員、特化してと

いうことで、特化してということではなく

て、交通戦略も入れてまち・ひと・しごと

総合戦略をつくっていくという思いでござ

います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  いや、今さっき言うたように、はっきり

その特化してて言うてるんですわ。よろし

いか。東の交通施策、希望ヶ丘の交通施策

は豊能町のまち・ひと・しごと総合戦略の

一つの枠組みの柱として入れると。また、

ときわ台バリアフリーも入れますと。それ

からつまり東地区、希望ヶ丘の交通施策と

ときわ台のバリアフリーは豊能町まち・ひ

と・しごと総合戦略に特化いたしますとい
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うてんねんでこれ。だから、要するに、人

口増構想の中にやっぱりこのバス政策は定

住化施策としてもまちづくりとしても基本

やから特化してやりますと、入れますと、

こう言うてるわけ。何やったらあれ起こし

てもうてもよろしいよ。だからそれに向け

てやってほしいと。もうせっかくそれやる

いうことを決めたんやから、私は今、善は

急げと言うたんや。やりましょうやと。だ

からその辺を言うてるんで。これからこの

交通施策に関しては豊能町の地域公共交通

会議の中でやっぱり進めていくんやと思う

けども、私はあの資料をずっと、平成２３

年も平成２６年も見たけども、これほとん

ど分科会の中で何か決まっていってるよう

な感じですわ。分科会の中には業者とそれ

と行政しか入ってないでしょ。入ってるの

はたまたま自治会長が一人入っておった、

そんな程度ですわ。さっきの何かいろいろ

な会議しても全部たたき台ができて、その

中で意見言うたって何もならん、そういう

会議になってんちゃうかと。だから業者主

導型、行政主導型の形になってるんちゃう

かと。今回は行政主導型でもよろしいやん、

これ特化してやる言うねんから。だから積

極的に進めてほしいと。もう一回その決意

だけ聞いておきますわ。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これは福岡議員のときにもお答えいたし

ましたとおり、総合戦略の中で、この交通

というのは一つの大きな柱として当然取り

組んでまいります。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  それと、今度、今回平成２３年からいろ

いろ交通施策取り組んでこられて、平成２

３年には巡回バスが運休になったわけです

な。それかて結局その分科会の中で財政再

建いうことで変わってもうたわけですわ。

交通施策が財政再建に振りかえられてもう

てるわけです。本来なら財政再建は財政再

建で別個にやりながら交通施策するんやっ

たらええけども、どうもうちの町は全部財

政再建の名のもとに、その事業を潰してい

ってるというような気がしています。例え

ば、言い方悪いですけど問題をすりかえて

るような感じがしてるんですわ。平成２３

年度の分科会の中で、その財政再建いうの

が出てきて、いわゆるその巡回バスは、も

ちろんあれは物すごい効率が悪かったわけ

やけども、西地区巡回、東地区巡回、東西

巡回とありましたわ。これは各施設利用の

ためとか、それからいわゆるスーパーの買

い物したり高齢者のために優しい施策いう

ことで巡回バスや。これ廃止するのはよろ

しいやん。それに対する対応が全くないわ

け。そのまま切り捨て。平成２６年に今回

のことで、それも入れて、新しいそのあれ

としてまちづくりとして一体化してやろう

ということで、今度この交通、豊能町の地

域公共交通基本構想案ができたわけです。

一番の目的の中にまちづくりとの一体化と、

目的。だから定住化の促進と高齢者に優し

いまちづくりって書いてるんです。 

  その中でこの間の、次にもう移りますけ

ど、リレー便。あれは一体何ですか。わし

はもうようわからへんねんけどね。要する

にこのリレー便いうのは、そのリレー便を

今走らせる目的と走らす効果、これについ

てまずお聞きしますわ。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 
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  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  リレー便についてでございますけども、

リレー便は東西バスを廃止すると、あれは

社会実験で行っておりまして地域公共交通

基本構想に基づいてやってきたと。交通会

議の中で東西バスの需要はほとんどないと

いうことで廃止が決定されたというような

ことから廃止をしたものでございます。そ

のリレー便につきましては、東西バスがな

くなって走り出したわけでございますけど

も、これは現在の地域公共交通基本構想の

中の短期計画という位置づけでやっておる

と、いわば暫定措置というようなことでご

ざいます。基本構想上の将来計画、将来の

姿は、幹線のバス路線の乗り継ぎで東西間

の移動をしていただくということが将来形

基本構想のそういう形でございます。今は

その東西を移動できる幹線のバスがないの

で、その代替の手段としてリレー便をとき

わ台から中止々呂美、箕面病院ですが、ま

で走らせているというような状況でござい

ます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  ようそんなこと言いますな。部長あれで

すか、このリレー便乗りましたか。これリ

レー便、言うたら幹線じゃないですよ。今

言うたように幹線につなぐために走らせる

と、暫定的やと。将来、要するに東ときわ

台から千里中央に向けて幹線が走るんでし

ょう。それまでこっちの幹線につなぐため

にって言うけど、私は前にも言うたように、

今、東地区の経済圏は池田から千里中央へ

移してますんやで。それは前、言うてるは

ずです。確認してるはずですわ。じゃあそ

の幹線の千里中央が走ってないのに、その

リレー便走らせて何の得がありますの。乗

ってみましたか。それちょっと聞きます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  私自身は乗っておらないんですけども、

担当の職員は乗ったというようなことでご

ざいますけども、そのリレー便は、先ほど

も言うたとおり、基本構想の将来形が幹線

のバスの乗り継ぎによって東西間の移動を

していただくという形が将来形なんです。

ところが今はその幹線のバス、まさしく今、

議員もおっしゃった、豊能町のどこかを出

て千里中央へ行くというバスがまだござい

ません。今、箕面森町発千里中央行きとい

うことでございますから、その空間を埋め

るために代替手段としてリレー便を走らせ

ているということでございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  誰が乗ったか、一回ほんなら聞いてみな

さい。代替案としてっていう話ししたでし

ょう。代替案ありますやん。今、西から箕

面森町へバス入ってまっせ、２台。代替案

ありますやん。何で新しいに今走らすのい

うて。1,５００万円強か。その金を使うて

何で今やねんって。それは将来的に走らさ

なあかんかもわからん。何で今やねん。そ

んなの無駄やろうと。今走らさんでも十分

行けるわけや。それ乗ってないからそんな

こと言うねん。誰が乗りましたんや。職員

が乗ったって誰が乗りました。調べました

か１日かけて。私はこの間１日、丸一日か

けて、バスの運転士さんとほんま和気あい

あいとやりました。一日中。８時４５分か

ら６時何分までか全部調査しました。それ

は職員さんが乗ったかどうか知らんけど。

８時３８分から６時３８分やったかな。全
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部乗りました。どれぐらい乗ってるか知っ

てますか。調査もせんとそういうことを言

うたらあきませんよ。私も乗りましたけど、

ときわ台から朝乗る人、顔見知りばっかり

でしたわ。うちの非常勤のお掃除してる彼、

彼が１日往復しただけですわ。言うて悪い

ですけど。彼も余りええ気しませんわな。

２回も乗りかえて、倍以上の金払うて、高

尾議員言うとおりですわ。ときわ台から本

庁へ所要時間５０分。運賃は１００円引き

の４３０円で東西バスの２倍以上。こんな

不便な便はありませんて。利便性を落とし

て高い金払うて何で今走らすのか。これが

交通施策で走らせたいうのやったら何で東

西便をなくしたのか。これ利便性、移動手

段として東にいろいろな施設がないと、西

にあるからバスで行ってくださいいうのが

一番最初ですわ。２３年やったかな。西も

そうです。いろいろな施設ができたと。お

年寄りの人、施設へ行ってもらいましょう

よいうて走らせたんがリレー便ですわ。東

地区、西地区、東西。その趣旨があるのに、

ただ単にこっちの1,５００万円なくして向

こうの1,５００万円に当てごうて、無駄な

金使うて、代替案ありますやん。どこに代

替案がありますんや。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まず、リレー便の乗降の状況、お客さん

の状況でございますが、４月の実績でござ

いますが、４月で1,０７２人ということで、

１日当たりは３5.７人の方が御利用という

状況でございます。 

  代替案はあるではないかという御指摘で

ございます。それは例えばときわ台からと

か光風台から箕面森町行きのバスに乗って、

箕面森町から千里中央行きに乗って中止々

呂美でおりて、中止々呂美で乗りかえて、

池田もしくは余野方面へという、そういう

意味でおっしゃったんだと思いますけども、

そうすると乗りかえが箕面森町で乗りかえ

と、中止々呂美で乗りかえということにな

るわけでございます。先ほど基本構想の最

終形はと言うたのは、中止々呂美乗りかえ

で池田方面にも行ける、千里中央方面にも

行ける、西地区も行ける、東地区にも行け

ると。中止々呂美を起点にしてどこにでも

行けるようなそのバスの幹線をつくるとい

うようなことが最終形であるという、そう

いう意味で言うたつもりでございました。 

  今議員がおっしゃった、代替案があるで

はないかという方法については、乗りかえ

の回数が多いかなというようなことでリレ

ー便を選択したということでございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そらわかるけど、私が言うてるのは何で

今やるねんて、無駄やろうって、そのとき

にやったらええやないかって。今やったら

乗りかえても代替便あるやんかと。ほんな

ら東の人どないしますんや。乗りかえて乗

りかえて高い便、どこに代替案ですのや。

違いますやろ。こっちは代替案あるやんか。

こっちなくしたんやで。これ置いとったら

また僕は言えへんよ。何で東地区の1,６０

０万円近い金をオジャンにして、こっちへ

つけて、リレー便ていうのは今、部長の言

うのは、ときわ台から４２３におりたらえ

えわけですよ、中止々呂美へ。何も箕面森

町へ入れんでもええわけや。箕面森町もう

入ってんねん、車が２台も。だからそうい

う、私はおかしいなと。昔言うたことある

けど、このバス問題については行政の考え

は西高東低の冬型や言うた、昔。お寒い行

政。西に高くて東に低い。私、運転士さん
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から言われました。何でこんな便走らしま

すねん。これまで東地区のお年寄りさんが

楽しみでお買い物に来たりなんかしておっ

たと。それが足が悪いのに２回も３回も乗

りかえて、こんな高い金払って誰が乗りま

すかって言われた。いやわしは知りまへん

と言うたけど。だからきちっと、やっぱり

ＰＤＣＡやいうけど、Ｐの前に調べてきっ

ちり準備せなあかんですよ。事業の成功は

準備が８割、執行２割ですわ。やっぱり事

前の準備ができてないとだめですよ。だか

らこの便、私に言わせてみたらその1,５６

０万円か何か知らんけど、それを今回この

特化したんやったら1,５６０万円ぐらいの

金を今の北大阪ネオポリス線にあてごうて、

こっち先走らせたらどうですか。どうです。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まず、なぜ今なのかという話でございま

す。東西バスを廃止しようと決めたのは、

たしか平成２３年度に東西バスの廃止とい

うものが決まったというふうに覚えており

ますけども、いきなり廃止をすると東西間

の移動する手段がなくなるので、その代替

手段を考えておったと。この４月からその

代替手段が実現したということで、東西バ

スも廃止をしたというようなことで、タイ

ミングが今となったということでございま

す。 

  それから、北大阪ネオポリス線に予算を

つぎ込んだらどうかというようなことでご

ざいますけども、北大阪ネオポリス線につ

いては既存のストックでやっていくと、人

も車もふやさずに、お金もかけずにやって

いくということを基本としておりますので、

その方向で阪急バスと交渉しておるという

ことでございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  何回言うてもわからんな。西と東と考え

てみって言うてんねん。代替案あるいうて、

今言いましたやん。東の代替案はどないな

ってますねんって言うてんねん。西からこ

っちへ来る代替案はそんなに高くないわな。

乗りかえも少ないわな。こっちは今まで直

行便で行って２００円でしたんや。わかる。

２００円でした。乗りかえんとそのまま。

それが３回も乗りかえて５１０円で１００

円値引き。５３０円か。５３０円で１００

円値引き。よろしやろって誰が喜びます。

誰が乗ります。減ってますよ、これ。私は

朝立ってますけど、高校出て就職した若い

子や。ときわ台から能勢電で行ってます。

文句は言うてませんで。仕事やから。どん

なことしまんねんて。それと、朝立ってる

とおばちゃんが、西岡さん何でこんな廃止

しまんねんと。廃止すんのやったらほかの

方法を考えてよと。その前に千里中央へ何

で通れへんのと。あんたらのあれでいった

らあかんで。住民さんのためにやってるわ

けやろ、さっきも言うたように。自分らの

理論で進めたらあかんよ、行政というのは。

行政は公僕やねんから、住民さんのために

どうするかということが基本でしょ。問題

をすりかえたらあかんと思う。これ、さっ

き言うた巡回バスのかわりに財政再建。じ

ゃあ財政再建の対応してんのかと。私は

前々言うてるように、入るを量り出ずるを

制する言うてましたな。入るを量るで財源

の確保が要りますやん、まず。出ずるを制

する、私はもう人件費の削減せいと前々か

ら言うてますやん。この辺の対応してます

か。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 
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  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  人件費の削減につきましては、まずは人

員を削減するということで、指定管理であ

りますとか民間委託でありますとかそうい

うものを進めていくということと、今、時

限的ではございますが給料のカットという

ものも行っておるというところでございま

す。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  さらっと言いはったけどね。町長、わし

思いますのに、私は思うんですけどね。ど

うもこの総務部長の給料安過ぎるんちゃい

ます。私、思いまっせ。この町は、皆さん

一般質問してるように、大手企業なんかあ

りませんやん。あるといえばここですわ。

前々言うてますやろ。ここは６０億円のサ

ービス産業ですわ。サービス産業の基本は

人材ですわ。その中核になって動かしてる、

いうたら車のエンジンみたいなもんですわ、

部長は。新米の運転手と補助と、それより

まだ給料安い。矢祭町の町長は就任するな

り言うてますわ。部長が忙しい。三役より

も忙しい。それから部長はずっと給料が町

長と一緒ですわ。それぐらいのやっぱり町

長、判断というか、やっぱり必要ちゃいま

すか。今、だからやる気を出すためにどう

するかいうことを一回考えてみたらどうで

す。どうですか町長。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  確かに頑張ってる方には頑張ってる、頑

張れるような形の評価というのは、それは

当然必要であるというふうには思っており

ます。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  今さっきもちょっと言い過ぎたかどうか

知りませんけど、総務部長というのは豊能

町ではやっぱり実戦部隊のかなめですわな。

さっき言うたように、自動車でいうたらエ

ンジンみたいなもんです。新米の運転手や

アドバイザーよりも安い。だから根本町長

なんかはさっきの話、就任したら即部長と

三役を同じ給料です。そのかわり部長、物

すごい働きますわな。私は豊能町の部長１

００万円ぐらいやってもええんちゃうかな

と。月収１００万円ぐらいの給料をとる部

長がここは必要ちゃうかと。それぐらいの

仕事をせえへんかったらこの町は潰れます、

はっきり言うて。それが今回の創生のあれ

ですわ。創生が来たときに、それまで皆さ

んが意識があれば、常に頭あれば、今の人

件費の問題でもそうですよ。全てこの創生

のあれに特化して、全て取り組みできるは

ずですよ。だから志をきちっと持たなあか

ん。志というのは、寝ても覚めても頭の中

にある問題意識ですわ。それを持てへんか

ったらこの町潰れますよ。何でやと。何に

もないんやもん。住民さんのために何をす

るかという、やっぱり意識、問題意識を常

に持たなだめですよ。その辺どないですか

町長。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ですので今回もまち・ひと・しごと創生

本部、この総合戦略、こういった人口ビジ

ョン、こういったことにつきましてはみん



 

 3－48 

な総力を挙げて、意識を持って、この町の

ためにどうあるべきかということは、もう

真剣に考えて進めてまいりたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  眠たいこと言うておったら潰れまっせ、

はっきり言うて。じゃあ提案しましょうか。

町長直轄の特攻課をつくりなはれ。体当た

りで神風特攻隊やないけど、交付税を獲得

する交付税獲得課とか、補助金獲得課とか、

具体的に町長直轄の課でもつくって積極に

やらな潰れますわ。どないですか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  補助金の獲得、交付金の獲得、これにつ

いては全ての課に、とれるものはとってく

ださいということは言ってます。それと直

轄というお話でいきますと、今回も、去年

ですか、機構改革で秘書と企画を一緒にし

た秘書政策課ということで機構改革をした

ところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そんな生ぬるいことで、その機構改革な

んて言ったらちゃんちゃらおかしいわけで

す。もう潰れてますよここ、はっきり言っ

て、豊能町。だから前言うたように、この

創生事業、これは何も予算やるいうんちゃ

いますやん。皆で知恵出せ、頭働かせ、あ

かんかったら体で稼げ、自分とこ独自のも

ん出してこいというわけですよ。常に自分

とこの町をどうしようかいう独自の考えが

なかったらこれに乗っていけない。今何し

ようかいうて国が、そんなややこしいとこ

は合併さしてまえと、吸収さしてまえ、潰

してまえ、これが本音ちゃうかなと私は思

ってますんやで。町長どない思います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  暫時休憩します。 

（午後１時４７分 休憩） 

（午後１時４８分 再開） 

○副議長（橋本謙司君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  先ほどの話でございますけれども、そう

いった考え方あろうかと思います。ですの

で、要はまずはこれ国、地方頑張れるとこ

ろはまず頑張れということで今回交付金、

まち・ひと・しごと創生本部で交付金、全

ての市町村に出して、計画もつくり、これ

からそれに基づいて交付金等を出してくる

というふうに聞いておりますので、まさに

これ頑張っていかなければいけないと思っ

ております。ですので、まずは今、交付金

いただきながら、豊能町のために、これか

らよりよくするために総力を挙げて頑張っ

てまいりたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  そうしたらやっぱりこの町、大手企業が

ないんやから、あと持ってくるいうたら国
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の金ですわ。国、金ないから、どないして

とるかいうのを考えんだらええわけ。うち

の豊能町、要するに交付税、これが３分の

１ですわ。大体いうたらやで。町で３分の

１、地方交付税３分の１、あとはもろもろ

の収入、借金が多いんやけど、やってるわ

け。その中で地方交付税をどうとってくる

かいうことの研究もしてないでしょう。命

とりでっせ、これ。基準財政需要額をふや

すか、基準財政収入額をふやすか、臨時財

政対策債、これを、これはもう勝手にきま

すからね、地方交付税に乗っかって。これ

をどう貯蓄するか。この三つですわ。そん

なこと考えたことありますか。町長。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  交付税にしろ、補助金、交付金にしろ、

やっぱりとれるものはこれ全部とっていき

たいというふうに、そういった形で当然指

示もしておりますし、そういった形でとれ

るものはとっていきたいというようなこと

を思っております。 

  以上でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  とれるもんはとってますって、それはど

こでもくるんですわ。それ以上にとるには

どうするかいうことを言うてるんです。わ

かります。そんなもん企業やったら自分と

こは成り立つために一生懸命努力しますよ。

死に物狂いでっせ。これ普通交付税の年別

の集計表を出してもらいました。これ平成

１４年から平成２６年まで出てます。ほん

なら基準財政対策債、基準財政需要額とそ

れと収入額、その差額、これが地方交付税

ですわ。地方交付税の中に臨財債が入るわ

けですわ。臨財債、全部払われへんからこ

こへ上乗せで交付税の中へ出てきてるわけ

です。毎年返してるらしい。私はこれ臨財

債というものは借りて３年置いて、据え置

いて、２０年返還や思っとった。聞いてみ

たら毎年入ってきているいうて、上乗せで。

ところがこれ全部国が決めてるんですよ。

交付税も、地方交付税もそうやし、それか

ら臨財債もそうやし、上乗せのお金もそう

や。こんなもん勝手に向こう決められてる

けども、これ結局調整額、これ担保されて

ない。毎回違うねん。これ一定のもの入る

んやったらそれはわかりまっせ。臨時財政

対策債、国がかわりに肩がわりして金借り

て、払っていって、入ってきてると。でも

これが毎回入る金額が違う、何ぼやったか

わからん、そんな不安定なもんをやってる

んやったらできるだけとらなあかんわけで

すよ、この交付金を。そういうプロジェク

トでもつくってやらんと、この町あきませ

んやんか。もろうてます言うて、そんなん

もらうの誰でももうてますよ。だからこの

辺を今後やっぱりもっと危機感を持って対

応せなあかんのちゃうか。ただ事務やって

ますみたいな形じゃ、もうこの町もってい

きませんで、はっきり言うたら。返済額か

ってそうですよ。これ不確定要素で担保さ

れてない。これを、どうも臨財債いうたら

借金ちゃういう人もおりますけど、借金で

すよこれ。返ってくる金額がわからへんの

やから、担保されてないねんから、ある日

突然政権がかわって、あれ終わりですわい

うたら全部借金で残るんやから、豊能町は。

今４０億円ありまんねんで。臨財債が。だ

からその辺もこれからきちっとやるかどう

か、やっていくのかどうか。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 
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  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  地方交付税の仕組みも議員よく御存じの

とおりでございまして、基準財政需要額と

基準財政収入額の差、これが地方交付税、

普通交付税のほうですが、普通交付税の額

であると。ところが国が普通交付税を全て

の都道府県、市町村に支払う財源がないの

で、議員も今おっしゃった臨時財政対策債

を地方が発行していると。その臨時財政対

策債の償還に対しては普通交付税で国が保

証するというような仕組みでございますか

ら、いわゆる臨時財政対策債は借金ではな

いという言い方がされているということで

すが、議員のおっしゃるとおり借金は借金

でございまして、返すのは市町村、地方で

ございます。それに対して交付税をくれて

いるという仕組みでございますので借金で

はないという言い方は私もちょっと違うか

なというふうには思っております。 

  ただ、これまでの地方交付税、普通交付

税の中で臨財債の償還に幾ら交付税を国が

くれたかという額と、臨財債の償還として

町が支出した額を比べた表が、これたしか

議員もこの表をお持ちだと思いますけども、

改めて申し上げますと、平成１４年度以降、

臨財債の償還として町が支出した額が１５

億円程度でございます。臨財債として、済

みません、逆です。臨財債として交付税を

もらった額が１５億円ぐらいで臨財債とし

て町が支出した額が１４億1,８００万円程

度でございますので、8,４００万円実際は

黒字ということで、臨財債を発行したおか

げというたら意味がちょっと違うんでしょ

うが、借金ですから胸張ることはできひん

のですけども、その借金を返済する過程で

国がくれた交付税のほうが多かったので、

実際それは賄われていると。ただ、議員も

おっしゃるとおり、将来保証があるのかと、

担保されているかという言い方、ここにつ

いては私もクエスチョンマークがつくんだ

ろうなということを思っていますが、今の

ところは国を信用して臨財債を借り続ける

しかないと思っています。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  これも町が主体的にできるもんやったら

よろしいんや。国が全部やるんや、これ。

だからさっき言うたように担保できてへん

ねん。たまたま今の時点でプラスや。マイ

ナスになったって文句言われへん。これお

かしいでっしゃろ。１４年見てみなはれ。

１４年ね。臨時財政対策債の借り入れがあ

んねん。２億7,２００万円あんねん。交付

税の臨財債の計が１９億円ある。ほんでマ

イナスの４７７万3,０００円になってんね

ん。これここんとこで借入額が少ないから

こんなんなってんねん。その次の年は借入

額が３倍あんねん。ほんでプラスになって

おんねん。だからこれ国が操作しよう思っ

たら何ぼでもできるわけや。わかる。だか

らこんな不安定な、いうたら行政にとって

不安定要素というのはこれは天敵でっせ、

はっきり言うて。行政はきちっとした、安

定した財源、少々金利が安うても安定した

借入、返済をするのが本来です。それは住

民さんに対して責任があるからです。その

辺を今後やっぱりきちっと考えて一回勉強

したほうがよろしい。これは言うておきま

す。 

  それともう１点、財源の確保と反対に、

やっぱり出を制するのほう。これさっきか

らいろいろな、何年度にあれをやりかえた

とかいうけど、一番大きいのはやっぱり人

件費ですわ。私これ皆さんほんまに自分た

ちがこれから生き残っていく、ここで飯食

っていこう思ったら、非常勤を何とかでき
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へんのかな。これ今、僕、古いのしかない

けど平成２５年度の決算で見たら、非常勤

のあれが２億7,４００万円もあんねん。今

の人件費の全体の１割強ありますねん。非

常勤というのはいうたらアルバイトみたい

なもんで、正職やったらなかなか切られへ

ん。非常勤の仕事を正職が頑張ってやった

ら浮いてくるんちゃうかと。どの程度のも

んができるかは知らん。私はごみの収集、

私は朝、毎日見てますよ。一般の収集１人

で運転して入れてってますわ。それは量が

少ないからやと思う。だけど豊能町は３人

乗ってますんや。１人減らしたらって言う

てる。それは１人にしたら危ないって。ほ

な２人にしたらと。いや２人やったら間に

合いませんて、何が間に合えへんのって。

それは収集するの間に合えへん。間に合え

へんかったらそのお客さんに言いなさいと。

これ３人にしたら税金上がりますよ言うた

ら文句言わへんて。だからみんなでやっぱ

り苦労せんなんとこは苦労せんなん。詰め

るとこは詰めんなん。この非常勤のとこ一

回検討したらどうですか。どうです。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  非常勤でございますが、確かに多ござい

ます。これ非常勤どこに多いかといいます

と保育所、幼稚園、こども園、学校それか

ら現業ということで、あとは専門職でござ

います。看護師とか保健師とかいろいろな。

事務職とかそういうところにはほとんど非

常勤おられなくて、短期の、事務が多いと

きだけ来ていただくというような事務補助

の非常勤おられますけども、ほとんどの非

常勤は今言うたような形でございまして、

必要がある部分についてのみ雇用しておる

ということで、非常勤を極端に削減すると

いうことは不可能であると思っております。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  だから頭からそういう話しするやろ。頭

から。１人でもなくそうかいう気ないねや

な。何で頭からそんなん、もういっぱいで

すて言うのよ。調べたんかって。バスでも

乗ったかっていう話や。ＰＤＣＡもええけ

ど、きのうも言うておったけど、ＣＡがな

いという話あったでしょう。何でも既成の

概念で物を言うておったらここ潰れまっせ、

はっきり言うたら。今回の創生いうのはそ

ういうものやと私は思ってますからね。か

なり厳しいあれやと思います。皆喜んで何

やかんや言うてるけど厳しいあれやと思い

まっせ。だからその辺をやっぱりきちっと

せんとあかんのちゃうかなと思います。だ

からそういう、今後の職員の意識改革もそ

うやけど、含めて、その辺の覚悟を、部長、

お願いします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  非常勤の必要性、調べたかということで

ございます。減らす気もないのかというふ

うな御質問でございますけども、非常勤職

員の人件費につきましては人事担当のほう

で厳しい査定を行いまして、査定を行った

から、予算がついたからと言ってそれもの

べつ幕なしに雇用するということはなくて、

原課からの申請に基づいてその必要性を吟

味した上で雇用するというようなことで、

予算の査定の際においても、また雇用の際

においても必要性を吟味した上でやってお

るということで、そんなに無駄な非常勤職

員というものはいないというふうに思って

おりまして、初めから減らす気がないとい
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うことではなくて、もう減らしてきてこの

ような状況になっているというような認識

でございます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  わかりました。ほんならまた調べてみま

すわ。そのかわりいうたらあんた、黙って

おったらあかんで。 

  それと、ほんで結局、人事の問題でもそ

うですよ。何もせんとやっておったらあき

ませんで。箕面はやってまっせ。見てみな

はれこれ、ちゃんとたたき台もつくって、

ことしから、来年から、頑張る人にきちっ

と対応できるような、頑張らんやつは放っ

ておけと。落ちたやつも再度上げると。そ

れでシステムをきちっとつくってますねや。

これ３年がかりで準備してやってますんや。

バスにしたってそうですよ。いうてるけど、

今のオレンジゆずるバス、あれ３年かけて

準備しましたんや。国の予算とるために準

備しましたんや。中井さんよう知ってます

わ。わしはあのとき一緒に行ったんやから。

箕面森町で会議しました、大阪府と一緒に

なって。だから、それに３年かけた。だけ

どあのバスが今度あそこの萱野のために準

備したやつやったら、あの萱野の準備は９

年目、９年かけて準備するいうことでっせ。

そういう意識で準備せな、物事は成功しま

せんよ。やってます、やってます言うてね。

だから僕は箕面市と勉強会したらどうやっ

て。やっぱり厳しさと優しさがないと職員

なんか育てへん。やるとこはやらなあかん

ということを言うておきます。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  消防はやりますか。やり過ぎやあれは。 

  それで次は教育問題ですけども、もう教

育問題はもう毎回言うてますけども、私は

やっぱり少子化問題、これは国益の、私は、

最重要課題やと思ってます。少子化対策は

やっぱり日本の運命がかかっておると思っ

ております。だから子育て、教育は国の根

本であるというふうに思っております。今、

何か短絡的に人を殺してみたり、テレビで

も何というか罪悪感がないというか。だか

ら戦後自由を与えられて自由の履き違えと

いうんか。だから個人主義を通り越して利

己主義になっとる。自分さえよかったらえ

えと。これはやっぱり教育のやっぱり原点、

これはやっぱりいかに生きるかということ

をやっぱり基本的に教えたら、あとは自分

でやっぱり育っていくやろうと。何ぼ知恵

つけても、悪知恵つけたらあかんわけです

わ。この間テレビで言うておった、落語家

のざこば、あれが朝の日曜日の８チャンネ

ルに出てましたけど、義務教育とか、義務

教育というのはもう基礎さえ教えておった

らあとは自分ではい上がると。それが自分

らの勉強やと。だから勉強というのは一人

一人違うと。わしの教育現場は米朝学校や

と、こう言うてるわけですよ。悪いことし

たらあかんと。基本的なことを教えたら私

はええやないかと。それは前も言うたよう

に知育、徳育、体育のバランスと言うたけ

ど、特にベースにある徳育というのは、や

っぱりその生きざま、生き方の基本、根本、

これを教えることやと思うんですよ。だか

ら我々その教え方、道を誤ったらやっぱり

将来歴史からの報復を受けるやろうと、こ

う思うわけです。 

  そこで、私この間、入学式と卒業式へ行

かせてもうてますけど、ずっと。いまだに

ポールに日の丸がかかってない。この間、

箕面森町行きましたんや。かかってるんで

すわ。負けてまっせ。茨木とかそれから京

都の亀岡行ったら平日かかってますわ。だ

から子どもの教育環境、どこの国やいうの



 

 3－53 

わかるぐらいの教育はせなあかんのちゃう

か。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  教育勅語言うてますけどね、あの人に教

育勅語を教えなあかん。 

  ほんで、だから基礎基本というのは基本

やということで、この前、中校長が言うて

ました。挨拶はコミュニケーションの第一

やと言うてます。コミュニケーションから

人生が始まると言うてる。前言うたら、あ

いさつ運動ののぼりがどうや言うたら、見

積もりとってみますわとか言うておったけ

ど、見積もりしました。とってます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  板倉教育次長。 

○教育次長（板倉 忠君） 

  あいさつ運動ののぼりですけども、昨年

度大阪府の豊かな人間性を育む取り組み推

進事業を受けまして、東能勢中学校区で予

算をいただきました。それにつきまして学

校が事業を受けましたので、学校がその予

算を、人間性を育むためにどんなことがで

きるかということで、東能勢中学校で学校

に横断幕ですか、その旗に予算を消耗品と

して使いました。今年度は吉川中学校のほ

うが同じ事業を受けまして、同じ予算をい

ただいております。まだ実際には何もでき

上がってきてないんですけれども、私の聞

いておりますところによりますと、同じよ

うな、やっぱり子どもたちの目に見えると

ころにああいうものを掲げたいということ

で、のぼりをつくろうという案と、やっぱ

りいろいろな命の大切さいうことで植物を、

環境をつくりたいというほうで使いたいと

いう学校とありまして、今学校のほうがそ

の予算をどのように使うかを検討している

ところです。 

  以上です。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  時間もありませんので。教育委員会のほ

うとしてはやっぱり地域、教育長がよう言

うてはるように、ここはほんまに地域が割

と協力的なんです。だから地域と一緒にな

って地域の旗、学校の旗をつくってほしい

と。大阪府なんかもうた旗は何の意味もな

い、言うて悪いけど。みんなでこの旗は

我々が考えた旗、自分らの旗いうて、そう

いう意識が肝心なので、その辺考えて今後

対応してほしいと思います。 

  次に環境問題ですけども、これ、残土条

例の件ですけども、３月議会の建築委員会

で、委員会の常任委員会の中で、まあ質問

して答弁は規則、規則のオンパレードでし

たわ。規則でじゃあ実行可能な条例にでき

るのかどうか、その辺ちょっと、問題は、

私が言うたのは、業者はそれはもうけるた

めに来てんのやから。ところがまともな業

者やったらええけども、まともでない業者

はこの間みたいな崩落を起こすと。その補

償制度、それから問題があったときに即工

事をとめる、工事差しとめ。それからその

土地を提供した連帯責任。この辺の縛りを

どういう規則でやるのか。この辺わかった

らお願いします。 

○副議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  保証金の件でございますけれども、保証

金の件につきましては、条例作成当初は検

討も行ってきたところでございますが、町

条例対象の土砂の埋め立てにつきましては3,

０００平方メートル以下と比較的小規模な

こと、府等の連絡調整の中で府条例につい
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ても補償金を徴収しないという情報を得て

いたため、府条例と同様資金調達の実現性

と納税証明にとめることとしたところでご

ざいます。即時停止制度といたしましては、

中止命令がそれに該当し、条例の第２８条

第１項、第２項にもう既に定められており

ます。また、土地所有者等の責任につきま

しても条例第６条のほうで適正な管理に努

めなければならないとし、第３１条では土

地所有者等がみずから現地を把握する義務

を課しており、不適切な場合には町長や関

係機関への通報を義務づけておるところで

あり、また第３９条では罰則規定として６

月以下の懲役または５０万円以下の罰金を

定めておるところでございまして、今おっ

しゃっているような補償金以外のものにつ

きましてはもう既に条例定めになってござ

います。 

○副議長（橋本謙司君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  あきませんな。3,０００平米みたいなも

んはみたいな話ししてるけど、2,０００平

米で業者はペイできますんやで。どんどん

来ますで。どないしてとめるんか知らんけ

ども、補償金積まさんと問題あったときに

大阪府の二の舞でっせ。これきちっと、も

うちょっと考えんとあかんと思います。そ

れから中止命令、これは今までも大阪府も

出してますよ。出してますけど、工事とま

らんとあれしてますやんか。だからこれは

やっぱり中止命令のとこもきちっと法的な

あれでやるんやと思うけども、考えておっ

てほしい。それから罰金５０万円、こんな

もんへみたいなもんですわ。もうペイでき

る、５０万円やったらもう十分いけます。

だからきちっと、この辺もっと危機感を持

ってやらんと、とまりませんで。私も今ま

で産廃のあれしましたけど、完全なざる法

です。ざるをどう縛るか、その辺が問題や

と思うので、もうちょっと研究していいも

のをつくってほしいと思います。これも要

望しておきます。時間がありません。 

  豊能町、さっきも言いましたように６０

億円の最大のサービス産業でありますから、

さっきも言いましたように人材が宝です。

豊能町の生き残り作戦は郷土愛を持った職

員を育てることです。これ教育委員会も協

力してもらわなあかん。そしてその職員が

町民に仕掛ける。私はまちづくり仕掛け人

て言ってますけども、それが住民の最大の

サービスの提供をする。それがなければ恐

らく消滅自治体の道しかないでしょう。根

本は行政改革。かつて鈴木内閣当時も第二

臨調を立ち上げましたけど、なかなか行財

政、特に行政改革いうのはなかなか難しい。

経団連の土光会長を第二臨調でかつぎ上げ

だけどもなかなか難しい。この人はさっき

言いましたように無私の人で、石川島重工

業の会社を更生し、そして東芝も更生し、

でもぜいたくはしないで生活費は月々１０

万円ぐらい程度で、収入の大半はお母さん

のつくった橘学苑に寄附したと、それぐら

いの人です。その人が頑張ってやったけれ

どもやっぱりなかなか難しい。でもやっぱ

りこの人の、理想は高く暮らしは低く。つ

まり思いは高く暮らしは低くという、こう

いう精神で頑張ってこられたんやと思うん

ですけども。私は別にキリスト教でも何で

もないんですけれども、この地は高山右近

生誕の地でありますけど、キリストに七つ

の大罪いうのがあるんです。一つ、七つあ

るんですが、これは豊能町、今質問してて

聞いておったけども、やっぱりずっと考え

たらやっぱり危機感がない。危機感欠如の

罪が一つです。使命感がない。やるでと、

何が何でもやるんやいう使命感、使命感欠

如の罪。それから無私、自分置いて、自分
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らがまずやってからほかをやると。だから

財政再建でもそうです。自分とこをまず見

ようやないかと、それが欠如しておる。そ

の罪。それから協働の精神、これもそうで

す。もう一般質問で常に言うてます。何で

情報の共有ができへんのって。一緒にやろ

うやと。それを隠し回ったらあかんよと。

だから協働精神欠如の罪。これが１、２、

３、４、四つや。問題解決能力の欠如の罪。

だから現実処理能力欠如の罪。これで六つ。

一つ足りひんねんけどね。これは適正な答

弁を引き出せなかった私の罪です。冒頭申

し上げたように、提案権、執行権は行政に

あります。でも採択権は住民代表の議員に

ある。これをくれぐれも忘れんように。だ

から今後は協働に加えて対峙を主眼に住民

のために頑張っていかなあかんと私は思っ

ております。問題というのは解決されるた

めにあるんですから、逃げたら逃げるほど

問題は追いかけてきます。わかります。や

るかやれへんかだけですわ。だから前も言

うたように、これ田中角栄が周恩来にもう

たあれですわ。「言必信行必果」ですわ。

議運のときに言うたけれども、「小信をゆ

るがせにせず」ゆるがせというのは小さな

約束事、これをおろそかにしないというこ

とです。そういうことで、今後、私もええ

答弁もらわれへんかって残念やけど、日々

前進、新たな活力に向けて邁進していただ

くことを進言して終わります。 

○副議長（橋本謙司君） 

  以上で、緑豊クラブの一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、１４時２５分といたします。 

（午後２時１８分 休憩） 

（午後２時２５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、豊能第一クラブの一般質問を行い

ます。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  川上勲議員を指名いたします。 

  川上勲議員。 

○１４番（川上 勲君） 

  一般質問の指名をいただきまして、通告

もしておりますけれども、今回は一般質問

はやめておきます。なぜならば、きのう、

きょうのこの議論聞いておりますと、本来

はやはり理事者側と議員とが町の現状ある

いは将来に向けて活発な議論を闘わすのが

この定例会の一般質問の時間だと思います

けれども、きのう、きょうの議論を聞いて

おりますと、全然かみ合わない、議論がか

み合っていない。そして答弁であっても何

かわけのわからない答弁が多過ぎる。こう

いう状況の中で一般質問しても、これは何

も得られないということになりますので、

私は今回は一般質問をしないということで

ございます。 

  例を挙げますと、この前の議員総会でも

エスカレーターの件は一旦白紙に戻します

というような答えが、答弁があったにもか

かわらず、きのう、きょうは何か、岩城議

員の質問にあったように、法の抜け道を考

えるような、こういう答弁がありました。

そしてまた福岡議員の質問の中でダイオキ

シンのドラム缶の件でございますけれども、

これもまた施設組合の中でもう方向性が決

まり、鴻池に決まっておるにもかかわらず、

それをおっしゃらないと。施設組合の中で

将来決まってないことは、これは施設組合

でまずお話しされるのが当然だと思います

けれども、既に決まっておることをごまか

すようなことで答弁されておると。まして

や施設組合の中で我々に来たのは、守秘義

務があるので鴻池の６億4,０００万円、こ
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れを隠してくれと、こういうような文章を

つけて事務局から来たんですわ。こういう

のはもってのほかですね、これは。ほんで

きのうの福岡議員の答弁でもはっきりおっ

しゃらないと、こういうことでは議会をや

ってる意味がない。だから今回は一般質問

はやめときます。 

  ９月に向けて、議長、９月に向けて、や

っぱりこういう、ましてや外部に瞬時に放

映されておるので、９月に向けてきちっと

した町のための議論を行うように、９月ま

でにきちっとやってもらうようにお願いし

て、今回は一般質問やめておきます。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  終わりですね。 

  以上で豊能第一クラブの一般質問を終わ

ります。 

  以上で一般質問を終わります。 

  お諮りいたします。 

  福祉教育消防常任委員会、議会運営委員

会及び広報特別委員会より、閉会中の審査

申し出があります。これに御異議ございま

せんか。 

（「異議あり」の声あり） 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  今、確認したいんやけど、総務建設水道

常任委員会は出てないんですか。ちょっと

私には理解できなかったんですが。今言う

たか。総務建設水道常任委員会は。 

（発言する者あり） 

○１１番（福岡邦彬君） 

  失礼しました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって閉会中の審査を許可いたします。 

  以上で、本定例会に付された事件は、全

て終了いたしました。 

  よって、会議規則第７条の規定により本

日で閉会したいと思います。これに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会は、本日で閉会するこ

とに決定をいたしました。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  本定例会の閉会に当たり、町長から御挨

拶がございます。 

  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆さん、改めまして、どうもお疲れさま

でございました。３日間にわたりまして今

回、一般質問等、たくさん御意見いただき

ました。いただいた御意見につきましては、

反映できるものにつきましては反映してま

いりたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

  これから梅雨のシーズンとなってまいり

ますけれども、皆様お体にはお大事にして

いただきまして、お体お大事にしていただ

くことを祈念いたしまして、祈願いたしま

して、簡単ではございますけれども閉会の

挨拶といたします。どうもありがとうござ

いました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これをもって平成２７年第２回豊能町議

会定例会を閉会いたします。 

  どうも、お疲れさまでした。 

 

閉会 午後２時３２分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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      豊能町議会 議 長 

 

            副議長 

 

      署 名 議 員  ６番 

 

        同    ７番 

 

 

 


